
 

 



 



は じ め に 

 

  みなさんは，ふるさと熊本について，どんなことを

知っていますか。    

熊本市は，水と緑に恵まれた豊かな自然をもち，多

くの人々が，長い年月をかけてすばらしい歴史や文化

を築きあげてきました。 

  これからみなさんが読むこの本の中には，夢の実現

をめざし，一生をかけて努力したふるさとの人々２２

人が紹
しょう

介
かい

してあります。 

  また，熊本市にある歴史資料館や記念館，さらに文

化財や史跡も紹介しています。 

時代をこえて，きっとみなさんの心にひびく，生き

方・考え方を教えてくれることでしょう。 

  みなさんが、２１世紀を切り拓
ひら

く心豊かでたくまし

い日本人になることをめざして，ふるさとの人々の生

き方や考え方から学んだことをもとに，夢の実現への

道を歩んでいってくれることを願っています。 
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調べてみよう！「ふるさと 熊本」 

◆ ふるさと熊本には、政
せい

治
じ

･文化・教育・芸
げい

術
じゅつ

など様々な分野で活
かつ

躍
やく

した多くの人

がいます。この本では、その方々の中から２２人を紹介しました。よく知ってい

る名前、聞いたことはあるという名前、初めて聞く名前があるかもしれませんね。

「この人は、どんな人かなあ」「この人は、何をしたのかなあ」―この本をとお

して、熊本市にゆかりのある人との新しい出会いが生まれることを願っています。 

◆ みなさんが住んでいる地
ち

域
いき

にも、熊本市の歴史や人物にくわしい方がいらっしゃ

ると思います。その方々にもお話を聞いてみましょう。新しい「夢の実現」をさ

がしてみるのもいいですね。 

◆ 熊本市にある資
し

料
りょう

館
かん

・記
き

念
ねん

館
かん

・史
し

跡
せき

も紹介しています。実際に訪
たず

ねてみると、熊

本のことをもっと知りたいと思うかもしれません。自分から学びたいという気持

ちをもつことは、とてもすてきなことです。 

人々の生き方や考え方を学び、調べたことなどをもとにして、 

自分の考えをしっかりもちましょう。     
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寒巌義尹は，天
てん

皇
のう

の皇
おう

子
じ

として 1217（建
けん

保
ぽう

5）年に京都で生まれたとい

われ，16 才でおぼうさんになりました。中国へ渡って勉強をし，52 才のこ

ろ熊本の川
かわ

尻
しり

にきました。一生を，人々のくらしを豊
ゆた

かにするために働い

たおぼうさんです。 

◆豊かな水田                        

         今からおよそ 700 年前，熊本市南西部大
おお

渡
わたり

・銭
ぜん

塘
ども

一帯は水害がよくおこ

り，何を植えても育たない土地でした。 

         そこで，義尹が中心になって長い堤
てい

防
ぼう

を築
きず

いて土地を 耕
たがや

し，みぞをほっ

て水はけをよくしました。その結果，今のような豊かな水田地帯ができた

のです。 

 

木像寒巌義尹像 〔大慈寺蔵〕 

１ 大
だい

慈
じ

寺
じ

を開き 人々のために生きた 寒
かん

巌
がん

 義
ぎ

尹
いん

 

 

寒巌義尹 

（1217～1300） 

後
ご

鳥
と

羽
ば

天皇，または順
じゅん

徳
と く

天皇の皇子といわれ

ている。 
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◆人々のために生きる                 

義
ぎ

尹
いん

が育ったのは武士の世の中で，天皇や貴
き

族
ぞく

は力を失ってい

ました。義尹は自分の生きる道を，人々のためにつくすことに決

めました。 

当時，最も進んだ学問をおさめていた人に，道
どう

元
げん

というおぼう

さんがいました。義尹は 25 才のときに道元の弟子
で し

になり，きびし

い修行
しゅぎょう

をつみました。そして，仏
ぶっ

教
きょう

の教えの中から人々のため

につくすことを学んだのです。 

義尹は中国に 2 度渡り，10 年以上，中国の進んだ文化や，橋を

かける技
ぎ

術
じゅつ

などを学びました。博
はか

多
た

（福岡市博多区）に帰ってき

た時，河尻荘の地
じ

頭
とう

，河尻氏から「ぜひ来てほしい」と手紙が来

ました。 

 当時の川尻（熊本市南区）は博多とならんで，中国への船が出

る港として栄えており，かつて義尹もおとずれたことがありまし

た。川尻の風景は，遠い中国で修行をつんだ明州
ﾐ ﾝ ﾂ ォ ｳ

（今の浙
ﾁ ｮ ｰ

江
ﾁ ｬ ﾝ

省
しょう

寧
ﾆ ﾝ

波
ﾎ ﾟ ｰ

市）に似
に

ていました。  

 義尹は明州の大
だい

慈
じ

山
さん

の景色が好きでしたので，1278（弘
こう

安
あん

元
がん

）

年，川尻に禅
ぜん

宗
しゅう

の寺を建
た

てて大
だい

慈
じ

寺
じ

と名づけ，自分の一生をささ

げる場所に選んだのでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道元（1200～1253） 

京都の貴族の家に生ま

れた。13 才でおぼうさ

んになり，23 才の時，

中国に渡
わ た

り修行した。

日本にもどり曹
そ う

洞
と う

宗
しゅう

を伝えた。 

地頭 

私有地などに置かれ，

年貢を取り立てるなど

の仕事をした。 

 

大慈寺 

◆寒厳 義尹      
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◆この布で，服を作って着てください          

 義
ぎ

尹
いん

が，土地をひらいた時の様子を伝えるエピソードを，98代
だい

住
じゅう

職
しょく

の佐
さ

藤
とう

泰道
たいどう

さんが話してくださいました。 

     

「義尹がなくなって 300 年ほどたった江戸時代のことです。熊本

県宇
う

城
き

市小川
お が わ

町出身の鉄
てつ

眼
げん

禅
ぜん

師
じ

というおぼうさんがいました。

鉄眼が修行しながら全国をまわっているときのことです。義尹

がどろまみれの服で，自らくわを持ち，人々の先頭に立って土

地を耕したこと，その服をぼろぼろになるまで着ていたことな

どを，熊本で知ったのです。鉄眼は自分が生まれる前，そんな

すばらしいおぼうさんが熊本にいたことに深く心を動かされま

した。さっそく京都に帰り，隠
いん

元
げん

禅師に話したところ，禅師は，

『義尹さんは，そまつな身なりやそまつな食事も気にせず，自

分の生活をぎせいにしても人々のためにがんばったのだ。もう

なくなられて何百年にもなるが今，せめて布を一
いっ

反
たん

でもおくっ

てあの世で着てもらおう。』と言って，このことを書
か

いた額
がく

と布
ぬの

をおくったということです。この額は今も大慈寺にあります。

義尹のりっぱな生き方は代々の住職の手本なのですよ。」 

 

 そう言って，今からおよそ 300 年ほど前のものといわれる額を 

見せてくださいました。 

 

 

 

鉄眼禅師 

（1630～1682） 

江戸時代はじめのおぼ

うさん。大
お お

坂
さ か

で飢
う

えに

苦しむ人々を助けてい

て病死した。 

隠元禅師 

（1592～1673） 

江戸時代のはじめに日

本に来た中国のおぼう

さん。その時広めた豆

がインゲン豆とされて

いる。 

 

 

隠元禅師からおくられた額〔大慈寺蔵〕 
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◆命を救え，緑川のげき流に橋をかける         

 義
ぎ

尹
いん

は橋を作る仕事もしました。当時の白川は，今とは流れが 

ちがっていました。今の熊本市西区二
に

本
ほん

木
ぎ

近くを通り，大慈寺の 

南で緑川と合流していました。この合流地点は，とても流れが激 

しく，渡し船がたびたび転ぷくして，なくなる人がたくさんでて 

いました。「なんとか人々の命を救いたい。今こそ中国で学んだ技

術を生かして橋をかけよう。」と決意したのです。 

 記録によれば，この大
おお

渡
わたり

橋
きょう

は 2 年で完成しています。長さ 150 

メートル，はばが 4.8 メートルで，当時としては大きな橋でした。 

下の写真の書には，1000 人のおぼうさんが集まり，完成のお祝い

の行事が 3 日間行われ，仏
ぶっ

教
きょう

のおどりやえんそう会もあったと書

いてあります。義尹 61 才の夏でした。 

              

    

 

 

 

 

 

◆寒厳 義尹     

大渡橋供
く

養
よう

草
そう

記
き

（1278 (弘
こう

安
あん

元
がん

)年） 〔大慈寺蔵〕 大渡橋供養草記 

この書は，義尹が橋の

完成を祝う行事を計画

した時に書いたもの。 
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大慈寺から南側のながめ 

大慈寺と北側のながめ 

義尹とゆかりの地 

 義
ぎ

尹
いん

は，生まれこきょうの京都に，とうとう帰ることがありま 

せんでした。川尻の生活では，中国の修行をたびたび思い出した

といいます。そのことをしめす地名も残っています。 

 熊本市南区銭
ぜん

塘
ども

町。この「銭塘」は中国からとった地名といわ 

れています。義尹は豊かな水田に生まれ変わった様子を見ながら

昔のことを思い出していました。それは中国の美しい山や，心を

なごませてくれた銭
せん

塘
とう

江
こう

（チェンタン川）の思い出だったのでし

ょう。 

 川尻には，中国に似た風景があったのです。 

 目の前を緑川が流れ，そのむこうには木
き

原
はら

山
やま

（雁
がん

回
かい

山
さん

）の緑が 

美しい。北には金
きん

峰
ぼう

山
ざん

がそびえ，遠くには阿
あ

蘇
そ

の山々が連なる。 

この美しい風景が義尹に語りかけ，義尹をはげましていたのでし 

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

銭塘江 

長さ 494 キロメート

ル。杭
ﾊ ﾝ

州
ﾁ ｮ ｳ

湾にそそぐ川。

毎年 9 月には，海水が

川へ向かって大逆流を

おこすことで世界的に

有名である。 

木原山（雁回山） 

緑川 金峰山 
大慈寺 
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◆語り伝えられる義尹の心                

 義
ぎ

尹
いん

の「人々のために生きる」心は，98 代目の住職さんにいた 

る今日まで，ずっとうけつがれてきました。そして，義尹に感
かん

謝
しゃ

 

する心もずっと受けつがれていました。人々は，春と秋 2 回，お 

寺の行事の時には，お米やお金をおそなえしています。 

   毎年 9 月には，義尹がなくなった記念行事が行われます。多く

のおぼうさんや各地からおとずれた人々によって，本堂はいっぱ

いになります。 

 人々の喜びや悲しみとともに生きた義尹の心は，これからも語 

り伝えられていくことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大慈寺の梵鐘
ぼんしょう

〔国
くに

指
し

定
てい

重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

〕 

 

 

大慈寺の梵鐘 

1287 年に造られたと

され，熊本県で最古の

ものである。 

◆寒厳 義尹     
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アメリカに留学
りゅうがく

する，おいの左
さ

平
へい

太
た

，大
たい

平
へい

に横井小楠が与えた送別の語〔横井小楠記念館蔵〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堯
ぎ
ょ
う

舜
し
ゅ
ん

孔 こ
う

子 し

の
道
を
明
ら
か
に
し
， 

 

西 せ
い

洋 よ
う

器 き

械 か
い

の

術
じ
ゅ
つ

を
盡 つ

く
す
。 

 
 

 

何
ぞ
冨 ふ

国 こ
く

に

止
と
ど
ま

ら
ん
，
何
ぞ

強
き
ょ
う

兵 へ
い

に
止
ら
ん
， 

 

大 た
い

義 ぎ

を
四 し

海 か
い

に
布 し

か
ん
の
み
。 

 

［
意
味
］ 

古
代
中
国
の
孔 こ

う

子 し

な
ど
が
行
っ
た
道 ど

う

徳 と

く

的 て

き

政 せ

い

治 じ

を
基 き

本 ほ

ん

に
し
て
、
西
洋
の
科
学
的
な
文
明
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
、
自
分
の
国
だ
け
を
豊 ゆ

た

か
に
し
た
り
、
軍

隊
を
強
く
し
た
り
す
る
こ
と
を
考
え
る
の
で
は

な
く
、
平
和
に
く
ら
せ
る
社
会
を
世
界
中
の

国
々
が
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
こ
そ
最
も
大
切
な

こ
と
で
あ
る
。 

 

  

 

 横井小楠は，「坂本 龍
りょう

馬
ま

が師
し

と仰
あお

いだ人物」「明
めい

治
じ

維
い

新
しん

の青写真

を描
えが

いた人物」といわれています。 

 小楠とは，どんな人物だったのでしょう。 

 

◆平和な国際社会                 

横井小楠(1809～1869) 

〔横井小楠記念館蔵〕 

７ 新しい日本を求めた 横
よこ

井
い

 小
しょう

楠
なん
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生まれたところに残る井戸（復
ふく

元
げん

） 

 

時習館
じしゅうかん

跡
あと

（二の丸広場） 

藩校 

藩
は ん

士
し

のための学校で，

肥後藩の藩校時
じ

習
しゅう

館
か ん

は細川重
し げ

賢
か た

によってつ

くられ，1755 年に開校

した。 

居寮生 

藩からお金をもらいな

がら藩校の寮で生活

し，勉強する寮生。 

元田永孚 

(1818～1891) 

肥後藩出身の学者で明

治天皇から信らいさ

れ，教育
きょういく

勅
ちょく

語
ご

の案を考

えた。 

横
よこ

井
い

小
しょう

楠
なん

がこれを書いたのは，1866 (慶
けい

応
おう

２）年です。このこ

ろの外国の様子は，強い国が自分の国のことだけを考えて，戦争

をしていました。日本国内では，外国に負けないように海軍を強

くしなければいけないと考えられていたころです。そんな中で，

小楠は，平和な国
こく

際
さい

社会が大切であると考えていたのです。 

 

◆熊本から江戸へ       

 小楠は，熊本 城
じょう

下
か

の内
うち

坪
つぼ

井
い

に生ま

れました。子どものころから活発で，

7 才のときには，坪井川の流れの速

くて深い所を 500 メートルも泳ぐな

ど，まわりの人々を感心させること

がたびたびありました。 

8 才のときに，藩
はん

校
こう

である時
じ

習
しゅう

館
かん

に入学し，武
ぶ

道
どう

にはげんだり，歴史

や中国の本から多くのことを学んだ

りして，どんどん力をつけていきました。15 才のときには，その

がんばりがみとめられ，ほうびをもらい，日ごろ会うことができ

ない殿様
とのさま

にも会うことができました。そして，25 才で居
きょ

寮
りょう

生
せい

と

なり，4 年後にはとうとう居寮長にまでなりました。 

 後に明治天皇に仕
つか

えた元
もと

田
だ

永
なが

孚
ざね

が，小楠をたずねた時のことで

す。 

「先生，わたしは先生と同じように学問をきわ

めようと思っているのですが。」 

 小楠は，だまって永孚の話を聞いています。 

「この時習館で，どのような勉学をすればよい

のでしょうか。ぜひ，お教えください。」 

 永孚の学問に対するやる気が，その話しぶり

◆横井 小楠       
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松平 慶永（春嶽） 

〔福井市立郷土歴史博物館蔵〕 

家 老 

大名を助け，藩を運営

する重要な役。 

藤田東湖 

 （1806～1855） 

水戸藩出身で天皇中心

の政治を考えた人。 

遊学 

よその土地に行って勉

強すること。留学。 

越前藩 

今の福井県。福井市と

熊本市は姉妹都市。 

松平慶永（春嶽） 

（1828～1890） 

越前藩主。幕府や明治

政府で大きな働きをし

た。 

 

からわかります。やっと 小
しょう

楠
なん

が口を開きました。 

「あなたは，時
じ

習
しゅう

館
かん

で，今行われている学問をどう思っています

か。」 

「もちろん，すばらしいと思っております。」 

「わたしは，そうは思っていない。本当の学問とは，生きている

人間のためにしなければならない。しかし，時習館で今行われ

ているのは，言葉の意味調べや暗記で終わっている。学んだこ

とを実
じっ

際
さい

に生かさなければ，学問をきわめたとはいえない。」 

 小楠は，それまでの時習館のやり方を変えようとしました。そ

して，この試みは家老の協力もあり少しずつ前進していきました。 

 31 才のとき，小楠は，藩から江
え

戸
ど

遊
ゆう

学
がく

の命令を受けました。江

戸での小楠は，水戸の学者である藤
ふじ

田
た

東
とう

湖
こ

など，多くの学者に会

い，自分の考えを堂々と述
の

べ，語り合いました。このときの江戸

遊学が，小楠の考えを世界に向けるきっかけとなりました。 

 

◆熊本から福井へ      

1852(嘉
か

永
えい

5)年，越
えち

前
ぜん

藩
はん

では藩
はん

校
こう

を

作る計画があったのですが，どのよ

うな学校をつくっていいのかわから

ないでいました。そこで，藩
はん

主
しゅ

の松
まつ

平
だいら

慶
よし

永
なが

（ 春
しゅん

嶽
がく

）は，小楠へ手紙を

書きました。          

「わたしの藩では，学校をつくろうと思っています。あなたの考

えを聞かせてください。」 

 小楠は，学校をつくるときの心構えを書いて，越前藩に送りま

した。その中には，「学問と実際の政
せい

治
じ

は一体のものでなければな

らない。上に立つ人の心が大切である。」と書かれていました。小

楠のその考えに春嶽はとても感心し，藩校をつくるときのもとに



 - 50 - 

政事総裁職 

江
え

戸
ど

時代の末
す え

に作られ

た，りん時の役職で，

大
た い

老
ろ う

と同じようなも

の。 

 

一橋慶喜 

（1837～1913） 

水戸徳川家出身。江戸

幕府最後の第 15 代将

軍になる徳川慶喜のこ

と。 

 

 

しました。そして， 春
しゅん

嶽
がく

は，熊本にいた 小
しょう

楠
なん

を越前
えちぜん

藩
はん

の先生と

して迎
むか

え，いろいろなことを教えてくれるようにたのみました。 

 1858(安
あん

政
せい

5)年に越前藩に迎えられた小楠は，藩校
はんこう

での教育に一

生けんめい取り組みました。また，小楠はそれだけでなく，越前

藩の貿
ぼう

易
えき

のやり方も変えました。わずかな武士
ぶ し

や商人だけがもう

かるやり方をあらため，農民をふくめた多くの人たちのためにな

るようにしたのです。ここにも，みんなのくらしの向上を考え，

実用を重んじる小楠の考え方がはっきりと打ち出されています。 

 

◆福井から幕府へ                  

 1862(文
ぶん

久
きゅう

2)年，春嶽は，江戸幕
ばく

府
ふ

から政
せい

事
じ

総
そう

裁
さい

職
しょく

という重要

な仕事につくように求められました。この役につくべきかどうか

まよった春嶽は，小楠を江戸によび，相談しました。 

「幕府から，政事総裁職につくようにとのことだが，わたしはど

うすべきか決めかねている。」 

「なぜ，まよわれておられるのですか。お引き受けなさいませ。」 

「今，わたしが幕府に入ったところで何ができるであろうか。」 

 春嶽の困った 表
ひょう

情
じょう

とは反対に小楠は，落ち着き，力強く答え

ました。 

「たしかに，幕府は多くの問題をかかえてたいへんです。だから

こそ，幕府を改
かい

革
かく

するめったにない機会ではありませんか。一
ひとつ

橋
ばし

慶
よし

喜
のぶ

様と一緒に幕府を，いや，この国のことをお考えくださ

い。」 

「よし，わかった。わたしにできるだけのことはやってみよう。」 

 幕府の政事総裁職についた春嶽に，小楠は「国
こく

是
ぜ

七 条
じょう

」という，

幕府を改
かい

革
かく

する案を示しました。 

 その七つの考えの中には， 

◆横井 小楠     
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四時軒 

参勤交代 

37 ページ参照。 

留守居役 

江戸屋しきにおかれた

役で，幕府と藩とのれ

んらくなどをした。 

・参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

をやめること 

・外
と

様
ざま

や譜
ふ

代
だい

などの大名の区別に関係なく，能
のう

力
りょく

のあるもの

は重要な仕事につけるようにすること 

・多くの人々で話し合い，政治を行うこと 

・豊かな国をつくるために，産業をおこし，国の手で貿
ぼう

易
えき

を

すすめること 

など，たいへん進んだ意見が書かれていました。 

参勤交代は，とりやめになりませんでしたが，2 年に 1 回だっ

たものが，3 年に 1 回に変わり，多くの藩の財政
ざいせい

を助け，大名た

ちを喜ばせました。 

 

◆四時
し じ

軒
けん

から政治の 表
おもて

舞
ぶ

台
たい

（明治新政府）へ     

江戸で， 春
しゅん

嶽
がく

の相談役として活やくしていた 小
しょう

楠
なん

に，大きな

事件がおこりました。江戸にいる肥
ひ

後
ご

藩
はん

留
る

守
す

居
い

役
やく

と話し合ってい

たとき，小楠の命をねらっておそいかかる者がいました。刀を身

につけていなかった小楠は，越
えち

前
ぜん

藩江戸屋しきに刀をとりに帰り，

急いでもどりましたが，仲間は切られていました。小楠は，肥
ひ

後
ご

藩
はん

から「その場をはなれた。」として，責
せき

任
にん

を問

われました。そのことで小楠は江戸を去り，肥

後（熊本）に帰りました。そして，福井に行く

前に城下から転居した沼
ぬ

山
やま

津
づ

（今の東区沼山津

１丁目）の家に，こもることになりました。こ

の家からは遠く阿
あ

蘇
そ

がのぞめ，家の前を木山川

が流れるなど九州の山々の四季の風景が楽しめ

ることから，小楠は，この家（塾）に「四
し

時
じ

軒
けん

」

という名前をつけています。 

外
と

様
ざま

大名 

関
せ き

ヶ
が

原
は ら

の戦い以降，徳

川氏に服
ふ く

した大名。 

譜
ふ

代
だい

大名 

関ヶ原の戦い以前から

徳川氏の家
か

臣
し ん

だった大

名。 
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四時軒の応接間 

 

小楠が身を守るために使った短刀  

 

 
横井小楠記念館 

勝海舟 

（1823～1899） 

江戸時代末期の幕臣
ば く し ん

。

日本の船ではじめてア

メリカにわたった。明

治維新のとき西郷隆盛

と会見し，江戸を戦か

ら救った。 

 参与 

現在の大臣にあたる役

職。「五箇条の御誓文」

原案は，小楠の門
もん

人
じん

で，

越前藩の由
ゆ

利
り

公
きみ

正
まさ

が書

いた。 

 

この四時軒には， 小
しょう

楠
なん

のすばらしい 評
ひょう

判
ばん

を聞き，いろいろな人

たちが意見を求めて，たずねてき

ました。 

四時軒をおとずれた人物の中に，

土佐
と さ

（今の高知県）の坂
さか

本
もと

龍
りょう

馬
ま

が

います。龍馬は，何度も四時軒を

おとずれ，小楠と意見を交わして

います。龍馬が小楠のことをどの

ように思っていたかを表すものとして，龍馬の手紙に 

「天下の立
りっ

派
ぱ

な人物といえば・・・・肥後の横井小楠」と言って

いるほど，小楠の力をみとめていました。 

 また，勝
かつ

海
かい

舟
しゅう

も『氷
ひ

川
かわ

清
せい

話
わ

』という本の中で，小楠のことを次

のように述べています。 

「私は，今まで偉
い

大
だい

な人に二人会ったことがある。 

 一人は西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

，もう一人は横井小楠である。」 

1868 (明治元)年，江戸幕府にかわって明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

が

つくられると，新政府の強い希望で，小楠は政府の

参
さん

与
よ

になりました。そして，新しい日本の進む道を

考えました。明治政府の政治の進め方を示した「五
ご

箇
か

条
じょう

の御誓文
ご せ い も ん

」は，小楠の考えがもとになっている

といわれています。 

次の年の正月，小楠は京都御
ご

所
しょ

からの帰りに，6

人の暗殺者におそわれました。小楠は病気上がりで

したが，必死に相手に立ち向かいました。しかし， 

ついに力つき，命をうばわれてしまいました。小

楠 61 才の時でした。 

 おそわれたとき，小楠が身を守るために使った短刀は，今も横

井小楠記念館（熊本市東区沼
ぬ

山
やま

津
づ

）に展
てん

示
じ

されています。 

坂本龍馬 

（1835～1867） 

土佐藩の出身。幕府に

反対し，新しい政治の

やり方を考えた。 

 

 

◆横井 小楠      

 

五箇条の御誓文 

1868（明治元）年に明

治天皇が示した明治政

府の基
き

本
ほん

方
ほう

針
しん

。原案は

小楠の門人で越
え ち

前
ぜ ん

藩の

由利公正が考えた。 
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聖観世音菩薩像〔来迎院（熊本市西区春日）蔵〕 

 

 

◆活き人形って何？                  

みなさんは，「活き人形」ってどんな人形のことだと思います

か？ 

 下の写真は，「 聖
しょう

観世音
か ん ぜ お ん

菩薩像
ぼ さ つ ぞ う

」という活き人形で高さが 110

センチメートルもあり，来迎院
らいこういん

（熊本市西区春日）に保存
ほ ぞ ん

されて

います。これは，活き人形作り

の名人，松本喜三郎が作った代

表的な作品の一つです。 

活き人形とは，歴史上の人物

や物語に出てくる名場面を再現

した人形のことです。 

昔，熊本市では，地
じ

蔵
ぞう

祭りが

さかんに行われていました。そ

のときに登場するつくり物が活

き人形のもとになっています。 

 現在は，矢部（上益城郡山
やま

都
と

町）の八
はっ

朔
さく

祭
さい

や阿蘇郡高森町の

風
ふう

鎮
ちん

祭
さい

，宇土市の地蔵祭りなど

で，つくり物が登場しています。

これらのつくり物は，自然にあ

る物や日用品を材料にして作ら

れ，見物人の目を楽しませてく

れています。 

 喜三郎
き さ ぶ ろ う

の活き人形は，本物と          

そっくりに作りあげるのが特ちょうです。 

松本喜三郎(1825～1891) 

８ 日本一の活
い

き人
にん

形
ぎょう

師
し

 松本
まつもと

 喜三郎
き さ ぶ ろ う
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 では，このような大きな人形をどのようにして作ったのでしょ

うか？ 

 まず，モデルの人を細かくデッサンし，桐
きり

という木材を材料に

して，手足・どう体・頭部を別々に彫
ほ

って全体の形を作ります。

それから皮ふの部分には，肌
はだ

の感じを出すために胡粉
ご ふ ん

をぬります。

胡粉を霧
きり

のようにして，何回も何回もくり返しぬりこみます。こ

の胡粉を使うところが喜三郎の特ちょうで，だれもまねができな

かったそうです。その後，髪の毛やまゆ毛，まつ毛などを 1 本 1

本ていねいにさして作り上げていきます。手足は，持ち運びが便

利なように，とりはずしが自由にできるようにしています。これ

も，各地で展示会を開くために喜三郎が工夫したものです。この

ような作業を通して，本物とそっくりな人形ができあがります。 

 活き人形は，江戸時代の終わりごろから明治時代の終わりごろ

まで，見せ物としてとても人気がありました。大坂（大阪）や江

戸（東京）を中心に，各地で「活き人形展」がさかんに行われて

いたのです。 

さて，こんなに大きくて，まるで生きているような人形を作っ

た松本喜三郎とは，どんな人だったのでしょうか。 

胡粉 

貝がらをやいて作った

白いこな。 

◆松本 喜三郎       

桐 

軽くて，やわらかな木

で，たんす・げた・こ

との材料。 

八さく祭りのつくり物 

八
はっ

朔
さく

祭
さい

のつくりもの〔山都町
やまとちょう

商工観光課蔵〕 
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◆絵の勉強をした少年時代               

 喜三郎
き さ ぶ ろ う

は，江戸時代の 1825（文政
ぶんせい

8）年に井手
い で

の口
くち

（今の熊本

市中央区迎町）で生まれました。 

 少年時代から手先が器用で，自分で新しいものを作りだすのが

得意でした。14，5 才のころ鞘
さや

を作る先生の教えを受け，めきめ

き 上
じょう

達
たつ

し，弟子の中で一番のうでまえになりました。 

 また，向上心の強かった喜三郎は，絵にも興味

をもっていました。このころから，本格的な人形

作りをめざして，ひそかに勉強していた喜三郎は，

いい人形を作るには絵をかく力もいると考えてい

ました。どうしても絵が習いたくて，おじさんの

援助で，絵の先生に入門して，勉強にはげみまし

た。 

「お前は，絵かきになるとかい。」 

とたずねられ， 

「絵を知らんと人形は作れんたい。」 

と答えたそうです。 

◆夢を求めて                     

 喜三郎が 20 才のころの 7 月 24 日，熊本で地蔵祭りが開かれ，

人形作りの 競
きょう

技
ぎ

が行われました。かれは，人と同じ大きさの「侍」

の人形を作って，生涯
しょうがい

のライバルとなる安本
やすもと

亀
かめ

八
はち

と技
わざ

を競
きそ

い合い

ました。人形作りの競技で勝った喜三郎は，とても有名になりま

した。 

しかし，それで満足する喜三郎ではありませんでした。「自分

のめざすものは，本物とそっくりの人形を作ることだ。」という

思いで，さらに研究を重ねていきました。 

そして，喜三郎が 23 才のときに，近所の女の人をモデルとし

鞘 

刀を入れるつつ。 

安本亀八 

（1825～1900） 

熊本市出身の活き人形

師で，喜三郎とともに

江戸（東京）で活やく

した。 

観音像の下絵〔松本秀一氏蔵〕 
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て，その人と同じ大きさの活き人形を作り，春祭りに出しました。

舞
ぶ

台
たい

では，本人と人形を同じ髪
かみ

，同じ顔，同じ服，同じポーズで

ならべてみせました。「どちらが人間で，どちらが人形か。」と大

さわぎになり，見物人をおどろかせたそうです。また，この時代

にモデルを使って人形を作ることは，とてもめずらしかったそう

です。 

 このころから喜三郎
き さ ぶ ろ う

は，京都や大坂（大阪），江戸（東京）で

人形の展示会を開きたいという思いが強くなってきました。 

1848（嘉
か

永元
えいがん

）年，24 才の春に夢

を求めて，一人で大坂へ旅立ちまし

た。しかし，大坂に着いたころには

持っていたお金もすっかりなくな

ってしまいました。そこで，喜三郎

は，かんざしや小物
こ も の

細工
ざ い く

を作り，そ

れを売りながら生活していきまし

た。そうやって，自分で作った人形

発表の機会を 6 年近く，じっと待ち

ました。 

 1854（嘉永 7 のち安政元
あんせいがん

）年正月，30 才のと

き，大坂で活き人形展を開きました。そのとき，

「活き人形元祖
が ん そ

肥後
ひ ご

熊本産
くまもとさん

松本喜三郎一座
ざ

」という大看板
かんばん

をあげ

ました。そこでは，異国
い こ く

人物
じんぶつ

人形を展示し，大成功をおさめまし

た。初日だけで，1,350 人もの見物人が 訪
おとず

れるほどの人気でした。

このとき，初
はじ

めて，「活き人形」の言葉が使われました。 

 それから，一年後の 1855(安政 2)年，今度は江戸で新作の活き

人形の展示会を開き，このときも大成功をおさめました。たいへ

んな人気となり，約 120 日間も続いたそうです。 

 

展示会のちらし〔松本秀一氏蔵〕 

◆松本 喜三郎       
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こうして，日本一の活き人

形師として，喜三郎
き さ ぶ ろ う

の名前

が世の中に広く知られるこ

とになりました。 

左 の 写 真 は ，「 谷汲
たにくみ

観音像
かんのんぞう

」という作品です。

「 西国
さいごく

三十三ヶ所
さんじゅうさんかしょ

観世音
か ん ぜ お ん

霊験記
れ い げ ん き

」というテーマで展

示された作品の中の一つで

す。展示会場を 33 の場面に

わけ，80 体もの人形がかざ

られました。中でもこの作

品は，喜三郎の大作で，美濃
み の

（岐阜県）谷汲寺
たにくみでら

の観音が

巡礼
じゅんれい

の女性に姿をかえた

という話をもとに作られた

ものです。 

この像の高さは 160 セン

チメートルもあります。ま

るで生きているようです。 

 

◆医学のために力をつくす               

喜三郎は，医学とも関係があります。それは，なぜでしょう。 

 1872（明治 5）年は，喜三郎にとって思いがけない年でした。

大学東校（今の東京大学）の学長の松本 順
じゅん

から「授業に使う人体
じんたい

模型
も け い

を作ってくれないか。」と頼
たの

まれたのです。そこで，喜三郎

は，解剖
かいぼう

をしているところを見に出かけ，解剖図を手にし，納得
なっとく

いくまで見学しました。 

谷汲
たにくみ

観音像
かんのんぞう

〔 浄
じょう

国寺
こ く じ

蔵（熊本市北区高平）〕 

松本順 

当時の医学の中で日

本一といわれた人。 

松本順 

当時の医学の中で日本

一といわれた人。 
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 それから，人形作りをしばらく休み，人体模型作りに熱中しま

した。途中，何回か大学の解
かい

剖
ぼう

に出かけ，人体について学びまし

た。 

 臓
ぞう

器
き

一つ一つの形や色，皮
ひ

ふの色がそっくりの人体模型を作り

あげました。それはもう，みごとなできばえだったそうです。 

松本学長は，喜三郎
き さ ぶ ろ う

を「百物
ひゃくぶつ

天真
てんしん

創業工
そうぎょうこう

」としてほめたたえた

そうです。 

 

◆ふるさと熊本の地で                 

 喜三郎は，20 数年ぶりにふるさと熊本に帰ってきました。全力

をそそいで作り上げた「西国
さいごく

三十三ヶ所
さんじゅうさんかしょ

観世音
か ん ぜ お ん

霊験記
れ い げ ん き

」の人形の

展示会をぜひ熊本の地で開きたいという強い思いからでした。 

この展示会は，1871（明治 4）年に東京で開かれ，記録的な大

ヒットをしたものです。 

1882（明治 15）年，熊本の河原町あたりで開かれ，爆
ばく

発
はつ

的
てき

な人

気で大成功をおさめました。当日は，大勢の人が一度におしよせ

てこないように，白川のむこう岸まで仮の橋が作られました。と

ころが，大
たい

勢
ぜい

訪
おとず

れた見物人の重みで橋がへしおれ，たくさんの人

たちが川に落ちたそうです。この展示会は 60 日間も続きました

が，連日満員でした。 

さらに 3 年後，喜三郎の人形作り人生の最後をかざる大作

「本朝
ほんちょう

孝子伝
こ う し で ん

」を発表しました。 

人形作りや小物細工に情熱をそそいだ喜三郎は，1891（明治 24）

年，67 才の生がいを終えました。 

庶
しょ

民
みん

芸
げい

術
じゅつ

家
か

としてほめたたえられた喜三郎は， 浄
じょう

国
こく

寺
じ

（現在

は，熊本市北区高
たか

平
ひら

）の墓地にほうむられています。 

臓器 

胃や腸などの内臓の部

分。 

百物天真創業工 

世の中のすべてのもの

をありのままに作りあ

げることができる人。 

本朝孝子伝 

喜三郎 61 才の作品。

「孝行」をテーマにし，

120 日間かけて作られ

る。29 の場面からなっ

ている。 

◆松本 喜三郎       
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」 

順子先生と少年 

竹崎順子は，熊本で初めて女子のための教育の場を作り，

熊本女学校の校長として，愛とまことの教育を行い，熊本

の女子教育に大きな功
こう

績
せき

を残した人です。 

◆ 順
じゅん

子
こ

先生と少年                

「校長先生，このさいふは，先生のものではありません    

 か。お金もたしかめてください。」 

「このさいふは，たしかにわたしのものです。でも，き 

のう，この子にあげたものです。」 

 校長の竹崎順子は，大きくうなずいて，落ち着いた声で，

おまわりさんにそうはっきりと言いました。 

 さいふをぬすんでしまった少年を前に，順子は何を思ったので

しょうか。 

 着ている物はよごれ，おなかがすいてふるえていた少年は，そ

の言葉を聞いてたいへんおどろきました。さいふをぬすんだこと

をとがめなかったばかりでなく，心配ごとがあったらいつでもこ

こに来るようにと，愛に満ちたひろい心でこの少年をゆるしたの

です。あやまちをゆるすことによって，少年をりっぱに立ち直ら

せました。 

       ◆生い立ち                

        順子は，江
え

戸
ど

時代の 1825（文
ぶん

政
せい

8）年，上
かみ

益
ま

城
しき

郡
ぐん

 

杉堂
すぎどう

村
むら

（今の 杉
すぎ

堂
どう

村（今の上益城郡益城町）に生まれました。 

父は矢嶋
や じ ま

直
なお

明
あき

 父（矢
や

嶋
じま

直
なお

明
あき

）は，地方の役人をしていた人で， 

地
ち

域
いき

のためにつくし，したわれた人でした。母（鶴
つる

 

子
こ

）は読書や学問に熱心だったといわれています。 

９ 熊本の女子教育に尽
つ

くした 竹
たけ

崎
ざき

 順
じゅん

子
こ

 

 

 

 

竹崎順子（1825～1905） 

 〔開新高等学校蔵〕 

前列の左より２人目が竹崎順子，後列の左より２人目が徳富久子（徳富蘇峰の母），３人目が横井つせ子（横井小楠の妻），右円内

が矢嶋楫
かじ

子
こ

（東京女子学院長）である。久子・つせ子・楫子・さだ子は益城町木
き

山
やま

で生まれたため，木山の四
よん

賢
けん

婦
ふ

人
じん

といわれる。 

 

〔開新高等学校蔵〕 
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 順
じゅん

子
こ

は，このような両親のもとに，9 人 兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

の 5 番目と

して生まれ，働き者で子どもたちのしつけにも熱心だった母によ

って，短歌や習字などの 教
きょう

養
よう

を身に付
つ

けました。 

 小さいときからすなおでやさしかった順子は，姉たちが結
けっ

婚
こん

し

た後も，病気がちだった母を助け，おさない妹たちのめんどうを

よくみたそうです。順子が 10 才のころの話が残っています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 順子のやさしさとかしこさ，そして，愛情ゆたかなひろい心は

このような環
かん

境
きょう

で育ったのでしょう。 

◆教えの道へ                     

 順子は，16 才で竹
たけ

崎
ざき

律
りつ

次
じ

郎
ろう

（のちの茶堂
さ ど う

）と結婚
けっこん

しました。律

次郎の家は玉名のお金持ちでした。しかし，順子の生活は決して

楽なものではありませんでした。結
けっ

婚
こん

するとすぐ，夫の律次郎が

仕事に失敗して，家や田畑のすべてをなくしたからです。 

 順子たちは，阿
あ

蘇
そ

の布
ふ

田
た

（今の西
にし

原
はら

村）に移
うつ

り住み，一からや

り直しました。順子は田畑を 耕
たがや

し，かいこを飼
か

い，はた織
お

りをし

てくらしました。 

 一方，学問が好きだった律次郎は，順子の兄を通して横
よこ

井
い

小
しょう

楠
なん

を知り，その門
もん

下
か

生
せい

になりました。そして，自らもこの布田に子

どもや青年を集めて 塾
じゅく

を開きました。この塾では，律次郎が漢
かん

学
がく

順子が大切に育てていたほおずきがたくさん実をつけまし

た。それを見つけたすぐ下の妹の久
ひさ

子
こ

がほしがりました。順子

は「ほおずきが赤く色づくまで待ちましょう。」とやさしく言い

聞かせたのですが，順子が外から帰って見ると，ほおずきは 1

つ残らず引きちぎられていたのです。久子がめちゃめちゃにあ

らしたのでした。順子は，わあっと泣きくずれながらも，おさ

ない妹のしたことだったとじっとがまんしたそうです。 

 

竹崎茶堂 

（1812～1877） 

茶道は横
よ こ

井
い

小
しょう

楠
な ん

を中

心とする実
じ つ

学
が く

党
と う

で学問

を学んだ。 

横井小楠 

47 ページ参照
さんしょう

 

門下生 

弟
で

子
し

のこと。 

漢学 

中国の古くからの学問

や考え方。 

◆竹崎 順子       
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を教え，順子は小さい子に「いろは」を教えました。 

 その後， 順
じゅん

子
こ

たちは横島
よこしま

（今の玉
たま

名
な

市横島町）に移り住み， 

ここでも自宅の片すみで 7 才から 13 才ごろまでの子どもを集め

て読み書きを教えました。順子は家事をしながら習字の手本を書

き，女の子には，さいほうも教え，わが子のようにやさしく大切

に育てました。このことを聞きつけ，あちこちから子どもの教育

をたのみにきたそうです。 

 また順子は，竹崎家にやとわれて来た人にも，その長所を見つ

けるように心がけました。そのため，この家で働いた人たちは， 

必ず何か自分の良い所をほめてもらい，心から喜んで仕事に精
せい

を

出したということです。 

 順子と竹崎茶堂（律
りつ

次
じ

郎
ろう

）は，この横島

を後にして熊本に移り，明治 5（1872）年

に，本
もと

山
やま

（今の熊本市中央区本山町）に日
にっ

新
しん

堂
どう

という塾を開きました。日新堂では，

今の小学生くらいの子どもから，上は中学

生くらいの人々を集め，学科ごとに 教
きょう

師
し

を

まねいて受け持たせました。 

茶堂は道徳を担当し，順子は 7 才から 13

才までの子どもの世話と教育を受け持ち，

夫を助けて一生けん命教えました。しかし，その日新堂も茶堂の

病気で，明治 9 年に閉じることになり，その次の年，茶堂はなく

なりました。順子は 52 才になっていました。 

 

◆久子と熊本女学会                 

 順子の妹，久子は新しい時代になっても，女
じょ

性
せい

の地
ち

位
い

が変わら

ないことについて疑
ぎ

問
もん

を持っていました。 

 そのころ，熊本にはまだ女学校はなく，女性の地位の向上のた

 

 

いろは 

今の「あいうえお」な

ど 50 音にあたるもの。 

女性の地位 

当時，女性の地位はた

いへん低いものだっ

た。このころ女子が小

学校に通っていた割合

は，明治 10 年 22,5％ 

明治 20 年 28,3％ほど

だった。 

裁縫の手本として縫った幼児用

ドレス〔開新高等学校蔵〕 

 

本山にある日新堂跡   

塾があった所に立てられ

たかん板（平成 10 年設置）

現在撤去されています。 
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めに，女子教育の必要性を早くから感じていた久子は，熊本にぜ

ひ女学校をつくりたいと考えました。そして，1887（明治 20）年

５月，友人と共につくったのが熊本女学会（のちの熊本女学校）

です。生徒 3 人からのスタートでした。 

 この熊本女学会を，次の年，順
じゅん

子
こ

は受けつ

ぐことになったのです。このとき，順子は 64

才になっていました。 

 

◆熊本女学校とともに         

 順子が熊本女学会をまかされてから，名前 

も熊本女学校に変わり大
おお

江
え

村（今の熊本市中 

央区大江町）に新しい校舎
こうしゃ

もできました。 

名
めい

実
じつ

ともに，熊本で初めての女学校が誕
たん

生
じょう

 

したのです。1889（明治 22）年のことでした。  

順子は，この学校の舎
しゃ

監
かん

として，孫と同じくらいの年の少女た

ちとともにくらしました。 

 学校には，順子の好きな 柳
やなぎ

や梅
うめ

， 桜
さくら

，みかんの木なども植え

ました。また，趣
しゅ

味
み

のためにと，生け花のけいこ用の草花が植え

られたほか，茶やくわもさいばいされ，野菜なども作って学校の

経
けい

営
えい

を助けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本女学校時代の校舎 

〔開新高等学校蔵〕 

 

舎監 

寄
き

宿
しゅく

舎
し ゃ

に泊
と

まり込ん

で生徒の世話をした

り，勉強を教えたりす

る教
きょう

師
し

。 

後に徳富蘇峰が書いた女学校の校
こう

訓
くん

（信・望・愛） 

〔開新高等学校蔵〕 

 

◆竹崎 順子        
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 順
じゅん

子
こ

は，熊本女学校の設
せつ

立
りつ

に当たり，次のことを決心しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 順子は，この決心を最後まで実行したのでした。寄
き

宿
しゅく

舎
しゃ

の生活

は，すべて生徒が自分たちで行いました。毎日，当番で，生徒が

そうじやすいじをしたり買い出しに行ったりしました。寄宿舎の

会計なども，生徒の中から係を出してまかせました。 

 1897（明治 30）年，72 才のとき，順子は熊本女学校の校長とな

りました。しかし，女学校の経営はお金のこと一つとってもたい

へんきびしく，苦労の連続でした。 

 そのような中で，順子の日課の一つについて後に卒業生が手紙

に記しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

寄宿舎 

学生などを共同で生活

させるための建物。 

1 自分は，学問をしていなくて世話が行きとどかないから，専
せん

門
もん

の 教
きょう

師
し

に教育をたのむこと。 

2 何十人という女生徒のすべてが大切な人の子だから，同じようにあ

るがままを愛していかねばならない。 

3 決してむやみに，まっすぐにしようとしたり，曲げようとしたりせ

ず，持っている個
こ

性
せい

を生かして自
し

然
ぜん

のままに教育すること。 

4 あいての心をつかんで，愛情をもって指
し

導
どう

すること。決してすぐ効
こう

果
か

を求めるのではなく，みんながりっぱな人になるように時間をか

けて接
せっ

すること。 

 

竹崎先生は霜
しも

のおりた校庭を，毛糸のずきんをかぶり，くずかごと竹の

長いはしを持って，一つ一つ拾って歩きました。ある日，生徒が見かねて， 

「校長先生，わたしにさせてくださいませ。」 

と言うと， 

「くず拾いはわたしがするから，さあ，あなたたちは勉強しなさい。」 

と笑っておっしゃいました。しかられると思ったのにしかられず，はずか

しくなりそれからは，みんなおたがいにくずを散らさないように心がけた

そうです。 
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手
た

折
お

りつる花はもろ手にあまれ共
ども

 

いづれを野
の

辺
べ

にすててかへらむ 

 

 

 

 この歌は「あなたたちがつんだ花は両手からあふれようとして

いるけれども，どの花もすてることはできないでしょう。わたし

にとってのあなたたちも同じです。みんなわたしには，すてるこ

とのできない大切な 宝
たから

物
もの

なのです。」という意味です。これは， 

まさに教育者としての 順
じゅん

子
こ

の心を表したものといえるのではな

いでしょうか。 

 愛とまことの心で教育をし，どんなつらいときでも決して望み

を失わず，逆
ぎゃっ

境
きょう

をも素
す

直
なお

に受け入れるのが順子の生き方でした。 

順子が 情
じょう

熱
ねつ

をかたむけて育てた熊本女学校は，2010（平成 22）

年まで熊本フェイス女学院高等学校として，「明るく，温かく，

ほねおしみをしない」を校
こう

訓
くん

に，順子の教えを受けつぎました。     

今も卒業生たちの心の中に生き続けていることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

順子が書いた短歌〔開新高等学校蔵〕 

 

今も熊本の女子教育を見つめている順子の像 

〔開新高等学校蔵〕 

熊本フェイス 

女学院高等学校 

2010（平成 22）年開新

高等学校と合
が っ

併
ぺ い

した。 

歌がきざまれた石〔開新高等学校蔵］ 

◆竹崎 順子        
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 上の写真の道具は，昔使われていたものです。何に使われてい

た道具かわかりますか。 

 今から 100 年以上前の明治時代に，鳩野宗巴というお医者さん

がいました。この人が多くの人を助けるために，これらの道具を

使っていたのです。このころは，現
げん

在
ざい

のように便
べん

利
り

な道具やパソ

コンもありませんでした。しかし，お医者さんたちは，一生けん

めい勉強して病気やけがの治し方を身に付け，多くの人々のため

にがんばっていたのです。 

 明治時代に日本では，西南戦争という戦争が起きました。宗巴

は，その戦争で傷ついた人々を助けるために力をつくしました。

写真にあるのは，その当時に使われたメス，ハサミ，焼
や

きごてな

どで，今も大事に保
ほ

存
ぞん

されています。宗巴は，敵
てき

味
み

方
かた

の区別なく

けが人の治
ち

療
りょう

にあたり，戦争が終わった後も世の中のためになる

活動を数多く行った人です。 

当時使われていた医
い

療
りょう

器
き

具
ぐ

〔鳩野家蔵〕 

１３ 博
はく

愛
あい

慈
じ

善
ぜん

の医師
い し

 鳩
はと

野
の

 宗
そう

巴
は

 

 

西南戦争 

1877（明治 10）年にお

きた 西
さ い

郷
ご う

隆
た か

盛
も り

を中心

とする鹿 児島 士
し

族
ぞ く

に

よる反
は ん

乱
ら ん

。 

鳩野宗巴 

(1844～1917) 
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ウイリアム・ウイルス  

 

◆鳩
はと

の医者                     

 鳩
はと

野
の

宗
そう

巴
は

は，1844（天
てん

保
ぽう

15）年熊本に生まれました。その先
せん

祖
ぞ

の

一人が病気の鳩を治したことから「鳩の医者」と呼ばれ，それが

鳩野という 名
みょう

字
じ

になったといわれています。 

 鳩野家は 10 代にわたり医者で同じ名前をついでいますが，こ

こに登場する宗巴は 8 代目にあたり，「8 世宗巴」と呼ばれます。

この宗巴は，19 才の時家
か

業
ぎょう

をつぎ，1868（明治元）年には，25

才で新政府軍の熊本一番隊医長として上野戦争に参加しました。

横浜の病院で働いた宗巴は，けがをした兵
へい

士
し

などの治
ち

療
りょう

にあたっ

ています。その病院で，イギリス人の院長ウイリアム・ウイルス

に学び，新政府の病院で敵
てき

味
み

方
かた

の区別なく治療がなされている様

子にじかにふれたのです。同じ病院で働いていたイギリス人医
い

師
し

シドールは，次のように言ったそうです。 

「これからの医
い

療
りょう

は，誰
だれ

かれのためでなく，傷つき病
や

める人のた

めになされなければならぬ。そこに，医師の天
てん

職
しょく

はある。」 

この戦争で 300 人ほどの治療をしましたが，この時の経
けい

験
けん

が後

の宗巴に大きな影
えい

響
きょう

を与えたにちがいありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上野戦争 

1868（慶
け い

応
お う

4・明治元）

年，上
う え

野
の

寛
か ん

永
え い

寺
じ

にたて

こもった彰
しょう

義
ぎ

隊
た い

（旧
きゅう

幕
ば く

臣
し ん

隊
た い

）と新政府軍との

戦い。 

 

ウイリアム・ウイル

ス  (1837～1894) 

アイルランド生まれ。

江戸時代 の終わ りに

日 本 に 来 て （ 1861～

1881 在日），多くの医

師を指導した。 

        鳩野宗巴（1 世～7 世） 

１世宗巴  1641（寛永
かんえい

18）年，長崎に生まれた。小さい頃から出

島のオランダ館に出入りし，外国の事情に関心をもっ

ていた。オランダなどの医
い

術
じゅつ

がすぐれていることを知

り，鎖
さ

国
こく

中にもかかわらず，密
ひそ

かにオランダに渡り，

5 年間医学などを学んで帰国した。 

佐賀藩
はん

主
しゅ

の飼
か

い鳩を治し，鳩
はと

野
の

姓
せい

になった。 

2 世宗巴  第 3 代肥
ひ

後
ご

藩
はん

主
しゅ

細
ほそ

川
かわ

綱
つな

利
とし

に招
まね

かれた。 

7 世宗巴  1815（文化 12）年生まれ。外科を学んだ。 

大きな病院や医師養成の 塾
じゅく

を建てた。 

 

 

 

 

◆鳩野 宗巴     

シドール 

（1840～1925） 

ウィリアム･ウィルス

より，数年あとに来日

し（1868～1874 在日），

ウィリアム・ウィルス

と共に，多くの医師を

指導し，医学の発展に

貢
こ う

献
け ん

する。 
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拝聖院  

◆敵
てき

味
み

方
かた

なく救護                  

立
たつ

田
だ

山
やま

のふもとに，拝
はい

聖
しょう

院
いん

（熊本市北区室
むろ

園
ぞの

）というお寺があ

ります。境
けい

内
だい

は桜や柿
かき

，ナラなどの大
たい

木
ぼく

が青々としげり，森の中

にいるかのようです。 

1877（明治 10）年，宗
そう

巴
は

が 34 才の時に，西南戦争が起きまし

た。熊本の町は半年にわたり戦火にさらされ，市民の多くが家
か

財
ざい

をまとめ，大切な品物を井戸の中へ投げ込んだり，土
つち

壁
かべ

にかくし

たりして，家族を引き連れて田舎
い な か

へ疎
そ

開
かい

することになりました。 

宗巴も， 妙
みょう

体
たい

寺
じ

町（熊本市中央区）の自宅と医院が 焼
しょう

失
しつ

した

ため，郊外
こうがい

の拝聖院にいたのです。 

激しい戦争が続く 3 月，宗巴のところへ西
さい

郷
ごう

軍に加わった熊
くま

本
もと

隊
たい

の隊
たい

長
ちょう

池
いけ

辺
べ

吉
きち

十
じゅう

郎
ろう

が訪ねてきました。 

「熊本の士族がたくさん西郷軍に加わって戦っているのだが，負
ふ

傷
しょう

者
しゃ

が次から次に出て困
こま

り果
は

てている。あなたの腕
うで

を見
み

込
こ

んで，

ぜひ西郷軍の傷ついた人たちの治
ち

療
りょう

をお願いしたい。」 

と頼
たの

まれました。いやだと 断
ことわ

れば命を奪
うば

われるかもしれません。

しかし，宗巴は，少しもあわてず， 

「あなた方，西郷軍だけでなく，相手の政府軍も，戦いに加わっ

ていない一般の人も，けがをして治療を受けられずに困ってい

る。医は仁
じん

術
じゅつ

だから，みんな同じように治療してよろしいとい

うのであれば，よろこんで引き受けましょう。」 

と答えました。 

「よろしい，そのようにしてください。」 

と隊長も納
なっ

得
とく

していいました。 

さっそく宗巴が病院をひらくと，たちまち 200 人以上のけが人

が集まりました。あまり多いので，近くの家や寺なども自
じ

費
ひ

で借 

り上げて病室にしたほどです。宗巴は 11 人の同
どう

僚
りょう

医師とともに 

敵味方の区別なく，熱心に手当てをしました。 

 

池
いけ

辺
べ

吉
きち

十
じゅう

郎
ろう

 

(1838～1877) 

熊本藩
は ん

士
し

。西
さ い

郷
ご う

隆
た か

盛
も り

ら

と交流があった。 
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 敵
てき

兵
へい

を一人の人間として受けとめることは勇気のいることでし

たが，彼はじっとしておれずに，救いの手を差し伸べたのです。 

田
た

原
ばる

坂
ざか

の激
げき

戦
せん

ののち，西
さい

郷
ごう

軍は熊本市から退
たい

却
きゃく

を始めました。

8 月になり西郷軍が鹿児島に向けて逃げ帰り始めたころ，宗
そう

巴
は

は

西郷軍に味方したとして，裁
さい

判
ばん

所
しょ

に 出
しゅっ

頭
とう

を求められました。西郷

軍の兵を救うことは当時，罪
つみ

に問われることだったのです。 

しかし，3 日後，熊本の九州臨
りん

時
じ

裁判所で，人々の治
ち

療
りょう

に当た

っただけで罪を受けるものではないとして，無
む

罪
ざい

の判
はん

決
けつ

を受け，

釈
しゃく

放
ほう

されました。 

西南戦争は，日本国民どうしの内戦で，政府軍も敵味方なく治

療しました。政府の元
げん

老
ろう

院
いん

の役人であった佐
さ

野
の

常
つね

民
たみ

は，5 月 3 日

熊本城内の 宿
しゅく

舎
しゃ

（熊本洋学校教師ジェーンズ邸
てい

・日赤記念会館）

に征
せい

討
とう

総
そう

督
とく

有
あり

栖
す

川
がわの

宮
みや

を訪
たず

ねました。そして，「戦争で傷ついた敵

方の人々も助けたい」と 訴
うった

えて，許
きょ

可
か

を得，博
はく

愛
あい

社
しゃ

（日赤の前身）

を創
そう

設
せつ

して，後に活動しました。今，災害などで活躍する日本赤

十字社はこうして熊本で生まれたのです。 

 

 

 

熊本洋学校教師ジェーンズ邸・日赤記念会館（熊本市中央区）  

（平成２８年熊本地震で倒壊し、場所を変えて令和５年（ 2023 年）に再開館しました。） 

当時使っていた医
い

療
りょう

器
き

具
ぐ

 

〔鳩野家蔵〕  
 

◆鳩野 宗巴       

佐
さ

野
の

常
つね

民
たみ

 

(1823～1902) 

佐
さ

賀
が

藩
はん

士
し

。政府の役人

で博
はく

愛
あい

社
しゃ

を創
そう

設
せつ

した。

日本赤十 字社の 創設

者。 

有
あり

栖
す

川
がわの

宮
みや

 

(1835～1895) 

有栖川宮 熾
た る

仁
ひ と

親
し ん

王
の う

の

こと。有栖川宮とは，

かつて存 在した 宮
み や

家
け

の一つ。 
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  ◆人だけにどどまらず                

宗
そう

巴
は

は，西南戦争後も医者として仕事を続けました。往
おう

診
しん

で出

されたお菓子を包んで持ち帰り，帰り道に貧しい家庭の子どもに

与えたというエピソードも残っています。父の 7 世宗巴の時代に

始められた医師養成の家
か

塾
じゅく

（亦
えき

樂
らく

舎
しゃ

）も続け，たくさんの医者を

育てました。1889（明治 22）年に流行した数え唄
うた

にも，名前が出

てきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，医者として活
かつ

躍
やく

しながら，

質
しち

屋
や

も開いていました。貧しい

人々からはお金をとらないこと

もたびたびでした。1892（明治 25）

年に熊
くま

本
もと

貧
ひん

児
じ

寮
りょう

が建設されると，

以後 20 年間お金をもらわずにボ

ランティアで，その寮の担当医師

としての仕事もしました。 

宗巴は人間だけでなく，命をも

つ生き物に対しても，優しい思い

やりの心がありました。 

日
にっ

清
しん

戦争では，たくさんの馬が

戦場に送られました。熊本から戦
宗岳寺に立つ馬の供養碑  

（熊本市中央区上林町）  

1889（明治 22）年に流行した数え唄 

一ツとや  一ツ  ひともじゃ水前寺が名所 

二ツとや  二ツ  二
ふた

なりモヤシは川尻が名所 

三ツとや  三ツ  蜜柑
み か ん

は河内が名所 

四ツとや  四ツ  羊
よう

かんは唐
とう

人
じん

町
まち

が名所 

五ツとや  五ツ  医者殿は鳩
はと

野
の

さんが名所 

 

日清戦争 

1894～ 1895 に日本と

清（現在の中国）の間

で行われた戦争。 

質屋 

品物を預かってお金

を貸す店。 

熊本貧児寮 

家庭的にきびしい状

態に置かれた子ども

のための寮。 
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争に出ていく馬を，宗
そう

巴
は

は何度も見送りました。ところが戦争が

終わってもふるさとに帰ってこない馬がたくさんいました。宗巴

は， 

「帰らない馬は，ものも言えず戦場で死んでしまったのだ。軍人

とともに戦死した馬も供
く

養
よう

しよう。あの馬たちの魂をなぐさめ

よう。」 

と呼びかけ，大
おお

勢
ぜい

の人がそれに賛成しました。 

1896(明治 29)年 2 月。宗巴と妻である律
りつ

子
こ

の名前で熊本市中央

区坪
つぼ

井
い

にある宗
そう

岳
がく

寺
じ

に馬の供
く

養
よう

碑
ひ

を建てました。 

 

◆今も生き続ける                   

 宗巴は，これまでの活躍ぶりを認められ，1915（大正 4）年に

は熊本市長より，慈
じ

善
ぜん

家
か

として 表
ひょう

彰
しょう

を受けました。でも，その

お金は受け取るとすぐに貧しい人々のために寄
き

付
ふ

したそうです。

その後 8 世宗巴は 1917（大正 6）年，74 才で亡
な

くなりました。宗

巴のお墓は，熊本市中央区横
よこ

手
て

の 妙
みょう

永
えい

寺
じ

にあります。 

 1977（昭和 52）年，宗巴は，診
しん

療
りょう

や医学生の育成に力を尽
つ

く

した慈
じ

善
ぜん

を行った医師として，熊本県近代文化功
こう

労
ろう

者
しゃ

の表彰を受

けました。その時の記念品は代々受け継がれ，今も鳩野家で大切

に保管されています。 

◆鳩野 宗巴      

 

近代文化功労者の表彰記念品〔鳩野家蔵〕  
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兼坂塾あと  

徳富蘇峰〔徳富記念園蔵〕 

 

 

◆2×3＝5                        

「2×3＝6 と 2×3＝5。どちらが正しい？」 

2 と 2 を合わせて 4 だから，2×2＝4。だったら，2 と 3 を合

わせて 5 だから 2×3＝5。こう言いはって徳
とく

富
とみ

蘇
そ

峰
ほう

は小さいこ

ろ，親せきの子どもと大げんかをしました。 

この人はどんな活やくをしていくのでしょう。 

 

◆水
みな

俣
また

で生まれる                     

江
え

戸
ど

時代の終わり，世の中が次の新しい時代に向けて大きく

変わろうとする 1863（文
ぶん

久
きゅう

3）年，蘇峰は徳富一
かず

敬
たか

の子として

水
みな

俣
また

に生まれました。女の子が 4 人続いたあとに生まれ，猪
い

一
いち

郎
ろう

と名付けられました。弟には，文学者として有名な蘆花
ろ か

がい

ます。 

 

◆兼坂
かねさか

塾
じゅく

で学ぶ                    

熊本にひっこしてから，8 才になったころ，島崎（熊本市西

区）の石
いし

神
がみ

山にある兼
かね

坂
さか

止
し

水
すい

先生の 塾
じゅく

に入ります。本を読む勉

強だけでなく，先生の家に，ね起きしながら手伝いや仕事をし

て，いろいろ学びました。水くみはたいへんで，石神山の下に

ある 長
ちょう

命
めい

水
すい

という湧
わ

き水をくんで，何度も急な坂を登らなくて

はなりません。朝市でスイカを買ったときも，それをかついで

もどりました。先生のおともをして夜 10 時ごろまで待たされ，

それから 1里
り

あまりのいなか道を，ちょうちんをつけて帰って

くることもありました。こういうことが続くと，がまんできな

１５ ジャーナリストの先がけ 徳
とく

富
とみ

 蘇
そ

峰
ほう

 

徳富蘇峰（1863～1957） 

〔堅山
かたやま

南風
なんぷう

作，徳富記念園蔵〕 

蘇峰が小さいころ育った

水俣の家  

徳富蘆花 

（1868～1927） 

蘇 峰 の 弟 で 小 説 家 。

「不如帰
ほ と と ぎ す

」などが有名。 

長命水  

１里 

約４キロメートル。 
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くなり，母のもとに逃
に

げ帰ったことも何度かありました。しか

し，この 塾
じゅく

で，「人間はみな 平
びょう

等
どう

であり，地位にたよったりし

ないで，自分の力で仕事をして生きること」の大切さを学びま

した。 

 

◆新聞に興味
きょうみ

を持つ                    

13 才になると，両親のすすめで，熊本城内（古
ふる

城
しろ

）にあった

熊本洋学校に入り，新しく勉強を始めます。 

この学校のそばには，本を印
いん

刷
さつ

する会社があり，そこから出

ている「白川新聞」や「熊本新聞」にとても 興
きょう

味
み

を持ちました。 

父が，東京から取りよせている新聞も熱心に読み，そのころ

の世界のできごともよく知っていました。 

 

◆新島
にいじま

先生との出会い                                  

14 才のとき，熊本を出て東京の学校に入ります。しかし，人

生の師
し

に会うことができませんでした。  

そのころ，新
にい

島
じま

襄
じょう

というアメリカ帰りのりっぱな先生が，京

都の同
どう

志
し

社
しゃ

という学校にいることを聞きます。猪
い

一
いち

郎
ろう

は両親に

だまって京都に向かい，その学校に入りました。 

先生にひとめ会ったときから，その教え方よりも人がらに心

ひかれていきました。「先生は心の人でした。私は新島先生とい

う師に会えたことを一生の幸せだと思っています。」と，猪一郎

は後々
のちのち

まで言っています。 

ところが，校風がアメリカ化しているのが気に入りません。 

「尊
そん

敬
けい

している新島先生が，アメリカのことばかり言うのはな

ぜだろう？それは，日本がだらしないからだ。日本の国をも

っと力のある国にしなければいけない。そのためには，自分

新島 襄(1843～1890) 
〔国立国会図書館蔵〕 

 

師 

勉強だけでなく生き方を

教えてくれる先生。 

◆徳富 蘇峰      

 

熊本洋学校 

150 ページ参照 
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の思っていることを多くの人にうったえることができる新聞

記者になろう！」猪一郎はそう考えるようになりました。 

 

◆杖
つえ

事
じ

件
けん

                          

そのころ，同
どう

志
し

社
しゃ

で一つの事
じ

件
けん

がおきます。上級生と下級生

の 2 つの組をいっしょにするという学校のやり方に不満を持っ

た上級生が，みんなで相談して，だまって学校を休みました。 

新
にい

島
じま

先生は，なんとか問題にならないようにしようとしまし

たが，「学校のきまりを破
やぶ

った人たちを，ゆるすのはまちがって

いる。」と，生徒たちからひなんされました。 

こまった新島先生は，全校の朝の集まりでこう話しました。 

「君たちの中から，だまって学校を休んだ者が出たのは，校長

であるわたしに責任
せきにん

がある。きまりはきびしく守らなければ

ならない。だから，今から校長にばつをあたえます。」 

そう言って，右手に持っていた杖
つえ

で，左の手のひらをつよく

打ち始めました。杖は 2 つに折れ，さらに 3 つに折れました。 

猪
い

一
いち

郎
ろう

はみんなといっしょに立ち上がり，かけよって，なみ

だを流しながら先生を止めました。 

この事件で，上級生の味
み

方
かた

をしていた猪一郎はおおいに反省
はんせい

をし，学校にいづらくなったので，新島先生の止めるのをふり

きって学校をやめました。 

 

◆大
おお

江
え

義
ぎ

塾
じゅく

と水
すい

前
ぜん

寺
じ

事件                        

猪一郎は熊本に帰り，20 才のとき，自宅を教室にして大
おお

江
え

義
ぎ

塾
じゅく

をつくりました。猪一郎は英語，歴史など何でも教えました。

勉強のとちゅうでも，「西洋や中国のよいところは学んで，国の

ために働く人になるんだ。」と，よく話していました。 

大江義塾（熊本市中央区大江）  

西洋 

ヨーロッパのこと。 
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塾
じゅく

での勉強だけでなく，外にもよく出かけました。立田山で

のうさぎがり，江
え

津
づ

湖
こ

での舟遊び，河
かわ

内
ち

のみかんがり，岩
いわ

戸
と

観
かん

音
のん

まいりなどを楽しんでいます。 

ある夏の日，生徒を連れて水前寺公園で遊んだことがありま

す。生徒たちは，水に入って夢
む

中
ちゅう

になっているうちに，入って

はいけない富
ふ

士
じ

山
さん

の形をした山のしばふに上がってすもうをと

り，大さわぎになりました。それが見つかってしかられたので

す。 

そのとき，少しはなれた松の木の下で，本を読んでいた猪
い

一
いち

郎
ろう

がかけつけ，しかった人の前にすわると，両手を地面につい

てあやまりました。 

「わたしが悪かったのです。おわびします。すべての責任はわ

たしにあります。どうかおゆるしください。」 

と言って，生徒のためにわびたので，しかった人も感動して許
ゆる

してくれました。 

みんなは，どんなにおこられるだろうとびくびくしていまし

たが，猪一郎は，そのときおこりもせず，その後も何も言いま

せんでした。   

この大江義塾で勉強した人は，約 200 人いますが，みんな国

を愛する心をもったりっぱな人になり，活やくをしました。 

 

◆これからの日本を考える                        

そのころ，ヨーロッパの国々やアメリカが，

アジアに力を広げようとしていました。 

「こういうときに，日本はどうすればいいの 

 か。産業をさかんにし，武
ぶ

力
りょく

にたよらず世 

界の人となかよくしなければいけない。」 

と考え，『将来
しょうらい

の日本』という本を書きます。

将来の日本〔徳富記念園蔵〕 

 

 

大
おお

江
え

義
ぎ

塾
じゅく

 

自由平等の考えをもとに

して大江で始めた学校。

庭には新島先生から送ら

れたカタルパの種から育

った木（今は 2 代目，3

代目の木）があり，5 月

中ごろに白い花を咲かせ

る。 

上京した当時の蘇
そ

峰
ほう

（23 才）

〔徳富記念園蔵〕 

 

◆ 徳 富 蘇 峰  

 
◆徳富 蘇峰      
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そして東京に行き，この本を出したところ，その評判
ひょうばん

がすばら

しく，続けて『国民の友』という雑
ざっ

誌
し

を出しました。この中で，

「みんな平等である。一部の人たちだけが栄える今の政
せい

治
じ

は，

日本のためにならない。」とうったえています。このころ猪
い

一
いち

郎
ろう

は，阿
あ

蘇
そ

の「蘇」の一字をとって『蘇
そ

峰
ほう

』という名前を使い始

めました。 

 

◆『国民新聞』を出す                        

少年のころから新聞記者を夢
ゆめ

みていた蘇峰は，その後『国民

新聞』を出し始めます。それまでの新聞のように政治や経済
けいざい

の

ことだけでなく，いろいろな社会の問題を何でものせました。

また，中身によっては，読むより見るほうがわかりやすいとい

うことを考え，絵を入れることにしました。インタビューもの

せるなど，新しい新聞の形をつくりました。 

蘇峰は，この新聞を出すことで，平等で自由な社会をつくり

たいと思っていました。 

しかし，日
にっ

清
しん

戦争で得た 領
りょう

土
ど

を，「もどすべきだ。」と他の

国から強く言われて，返さなければならなくなりました。そこ

で，蘇峰は軍隊を強くしなければならないと思うようになりま

した。このことについても，新聞に自分の考えや思いを積
せっ

極
きょく

的
てき

に書き続けました。 

 

◆明治の時代を書き残す                        

蘇峰は歴史が好きでした。若いころから，明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

のことや，

日本の国民の様子を書いて，残しておきたいと思っていました。

しかし，その決心がついたのは，明治天皇の病気を知り，二
に

重
じゅう

橋
ばし

まで出かけて，病気がなおるように祈
いの

っていたときのことで

国民新聞第一号 

〔徳富記念園蔵〕 

日清戦争 

91 ページ参照。 

国民の友〔徳富記念園蔵〕 
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した。 

そのとき，「明治時代の日本のすばらしさを，この目で見，こ

の身で体
たい

験
けん

した自分こそ，百年，いや千年のあとまで伝える責

任がある。」という思いでいっぱいになりました。 

明治という時代を書くには，織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

の時代から書かないと

わからないと考え，その時代から書き始めました。1918（大正

7）年，55 才で第 1 回目を書き，国民新聞にのせます。それか

ら 34 年間，回数も 11781 回になり，1952（昭和 27）年，89 才

のときまでかかって書き上げました。この『近
きん

世
せい

日
にっ

本
ぽん

国
こく

民
みん

史
し

』

という本は全部で 100 巻にもなっています。 

この本は，たくさんのことを調べて書かれています。蘇
そ

峰
ほう

は，

当時の国を動かしていた人からも直接話を聞き，くわしく書い

ていますので，これから先，これ以上の本は出ないだろうと言

われています。 

蘇峰は，1954（昭和 29）年に水
みな

俣
また

市
し

と熊本市の名
めい

誉
よ

市民とな

りました。その 3 年後の 1957（昭和 32）年，94 才でなくなり

ます。文を書くことで国につくした一生でした。 

 

近世日本国民史（１～４巻） 

〔徳富記念園蔵〕 

水俣市にある蘇峰記念館  

 

近世日本国民史（全巻） 

〔徳富記念園蔵〕 

◆徳富 蘇峰      
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５ 

 

◆日本初の女子商業学校                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

でき上がったばかりの木の香
か

も新しい東京 麹
こうじ

町(東京都千
ち

代
よ

田
だ

区)の校舎
こうしゃ

の前で，しみじみと自分の人生をふりかえる女性のす

がたがありました。 

その女性の名前は，嘉
か

悦
えつ

孝
たか

子
こ

です。孝子は，女子が商業や経済
けいざい

を学ぶための，日本初の「私
し

立
りつ

日本女子商業学校」をつくった人

です。その当時は，校舎を借りて学校を設立
せつりつ

したのですが，それ

から 4 年後，1907(明治 40)年にこの新しい校舎を建てることがで

きたのです。 

当時は，「商人に学問はいらない」といわれた時代でした。そ

のような時代に「女子にも商業教育を」と 訴
うった

えて，実際
じっさい

に学校を

設立した嘉悦孝子とはどんな人だったのでしょう。 

孝子は，1867 (慶応
けいおう

3)年に本山
もとやま

村（今の熊本市中央区本山）で

生まれ，「鷹
たか

子
こ

」と名づけられました。 

◆鷹
たか

から孝
たか

へ                         

孝子は 8 才から竹崎
たけざき

茶堂
さ ど う

が開いた 塾
じゅく

，日
にっ

新堂
しんどう

に通いました。 

9 才の春の日，孝子は父氏房
うじふさ

に言いました。 

１６ 女子商業教育の道を開いた 嘉
か

悦
えつ

 孝
たか

子
こ

 

日新堂 

61 ページ参照 

嘉悦孝子(1867～1949) 

〔嘉悦学園蔵〕 
日本女子商業学校の校舎〔嘉悦学園蔵〕 

孝子の生まれ 

孝子の生まれた場所

は，熊本城下の内坪井

とする説もある。 
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「孝行
こうこう

の孝という字はタカとも読むと竹崎
たけざき

先生に習いました。孝

はよい行いのもと，ということですから，わたしが正しい人間

になるように，名前の鷹
たか

を孝
たか

という字に変えてください。」 

父の許しを得て，この日から「鷹子」ではなく，「孝子」と名

のるようになりました。このように，孝子は幼いころから，自分

のことは自分で決めていくという自立心の強い子どもでした。 

 

◆働くことから学ぶ                     

孝子は勉強が好きでした。しかし，12 才のとき，父の経営
けいえい

する

緑
みどり

川
かわ

製
せい

糸
し

工場(上
かみ

益
ま

城
しき

郡
ぐん

甲
こう

佐
さ

町)で働くことを自分で決めました。

家の家計が苦しいのを感じ，少しでも父や家族を助けたいと考え

たからでした。 

工場では，経営者の子どもであるという責任
せきにん

感から，どんなに

つらい仕事もいやがらずにがんばりました。 

この工場には，働く女性に仕事を教え，作業をかんとくする徳
とく

富
とみ

音
おと

羽
わ

という女性がいました。音羽は徳富
とくとみ

蘇峰
そ ほ う

のお姉さんで，た

いへんかしこい女性でした。孝子はこの徳富音羽にあこがれ以上

の強い印
いん

象
しょう

を受けました。 

孝子は，働きながらもそのような思いをもつようになりました。 

父の事業の失敗により，緑川製糸工場はわずか 2 年で閉
へい

鎖
さ

され，

孝子は家にもどることになりました。家に帰った孝子は，にわと

りを飼
か

って 卵
たまご

を売るなどして家計を助けました。しかし、なかな

か生活は楽にはなりませんでした。このころから，孝子は，「だ

れであっても，働いて経済
けいざい

力をもつのは当然。また，どんな家庭

にあっても，家計のきりもりの 上
じょう

手
ず

な女性であることが大切であ

徳富音羽 

徳富蘇峰については 

99 ぺージ参照。 

         

「わたしも人に教え，人を 導
みちび

くようになりたい。先生になりた

い。」 

 

◆嘉悦 孝子      
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る。それには女子に商業や経済の知識を教える学校が必要であ

る。」という思いが強くなっていきました。 

苦しい生活の中でも，「勉強したい。そして先生になり，女子

に必要な経済や商業の知識を教えたい。」という孝子の理想は，高

まっていったのです。 

◆あこがれの東京へ                     

1887(明治 20)年，孝
たか

子
こ

が待っていたチャンスがおとずれました。

父が鉄道会社の役員になり，家計に少しゆとりができたのです。

おかげで孝子は東京へ行って勉強することができるようになり

ました。 

孝子は東京神
かん

田
だ

（東京都中央区）にできた成立学舎
せいりつがくしゃ

女子部に入

りました。学ぶ内容はむずかしかったのですが，孝子は努力し，

半年後にはすばらしい成績
せいせき

をおさめることができました。 

本科卒業後は，助教
じょきょう

をしながら，高等部で学びました。また，

高等部卒業後は成立学舎の正式な教師となりました。 

◆教師としてふるさとへ                  

 1892(明治 25)年 4 月，孝子は地元の人々の強い願いにより，宇

土町（今の宇土市）に新しくできた鶴
かく

城
じょう

学館の教師として迎
むか

えら

れることになりました。 

 ところが，東京の成立学舎では大さわぎでした。孝子は正教員

として 1 年しか勤
つと

めておらず，有
ゆう

能
のう

な教師に熊本に帰られたので

は，たいへん困
こま

るからです。成立学舎の先生方も生徒たちも，な

んとかして孝子を引きとめようと必死でした。当時は孝子のよう

な優
ゆう

秀
しゅう

な女性の教師は，全国にもあまりいなかったのです。 

孝子は，教師としての自分を育ててくれた成立学舎で教師を続 

けて恩
おん

返しをしたいという思いと，愛すべきふるさとの後輩
こうはい

たち

を育てたいという思いにはさまれて心がゆれ動きました。のちに

成立学舎 

今の高等学校にあた

る学校。本科と高等部

に分かれていた。 

助教 

学生であり，授業を 

する先生。 

鶴城学館 

小学校の卒業生が

通った学校。今の中

学校，高等学校にあ

たる学校。 

鶴城学館 
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孝子は，この時のことを思い出して，       

「わたしの人生は，迷
まよ

いの一生だったが，この時ほどどうすれば 

よいかを迷ったことはなかった。」 

と，周りの人に語ったそうです。 

孝
たか

子
こ

は迷いに迷ったあげく，結局はふるさと，宇土の鶴
かく

城
じょう

学館

に行くことを決めました。「まずは自分が育ったふるさとに恩返し

をしよう，そして，自分が立派な人間となり，すぐれた教育者と

なることが母校である成立学舎への恩返しにもなる。」と，考えた

のでした。 

 このようにして 1892(明治 25)年 4 月，孝子はふるさと宇土の 

鶴城学館の教師となりました。 

「今度，東京から帰って来た女の先生は，英語でん，数学でん，

中学の 5 年生までも教えきらす，えらか先生げなたい。」 

東京帰りの女の先生，孝子に対するうわさは，宇土の老若
ろうにゃく

男女
なんにょ

 

すべての人々の話題をさらってしまうほどでした。 

宇土では，今度やって来るという女性の教師のうわさにおどろ

いて，はじめは男子部の生徒たちは，孝子に形だけ頭を下げてい

ましたが，孝子の熱心な指
し

導
どう

に対して，日一日と心から尊
そん

敬
けい

の気

持ちを表すようになっていきました。 

孝子は多くの生徒にしたわれました。また，それは学校の中だ

けではなく，町じゅうの人々にも広がっていきました。 

孝子は，ひまを見つけては生徒の家を訪
たず

ねて語り合い，学校外

の行事にも積極的
せっきょくてき

に出かけて行きました。 

孝子は，そのような強い思いをもって鶴城学館で 4 年間をすご

し，宇土の教育に功績
こうせき

を残しました。 

 

「教室だけの教育ではなく，町のすべての住民の 教
きょう

養
よう

の向上

に力をつくさなければならない。」 

 

◆嘉悦 孝子     
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◆生徒と共に                        

1896(明治 29)年，孝
たか

子
こ

は東京にもどり，女学校の教師になりま

した。新しい学校では，舎監
しゃかん

として生徒と寝起
ね お

きを共にし，生活

すべての指導をしました。朝は洗面がすむと先頭に立って便
べん

所
じょ

掃
そう

除
じ

を始めました。                         

孝子は，こんなふうに生徒たちに語りかけました。孝子は一生

けんめい生徒たちの指導に力を注
そそ

いでいましたが，その毎日に何

かもの足
た

りなさも感じていました。「自分のやりたい教育とは少

しちがう。わたしは世の中で生きていくために，もっと役に立つ

教育をしたい。そのための学校をつくろう。」と，自分で新しい

学校をつくる計画を立て始めました。 

◆「商業」の 2 文字は，はずせない               

1903(明治 36)年，孝子は自分の理想を実現するために，日本で

初めての女子商業学校を東京神田に設立
せつりつ

しました。しかし，入学

してきた生徒はわずか 11 人でした。そのことを心配して， 

「いっそのこと校名から商業の 2 文字をはずしたらどうですか。

そうしたら，もっと入学者もふえますよ。」 

と言う人もいました。 

それに対して，孝子は答えました。 

「それはぜったいできません。わたしは単に女子教育をしたいわ

けではありません。女性が自分の力で生きていくための商業教

育がしたいのです。今は社会に出て働く女性は少ないけれど，

そんな女性を求める時代がきっと来ます。」 

舎監 

62 ページ参照 

「働くということは，確かにつらいこともあるでしょう。でも，

こんなにきれいになったところを見ると，とても気持ちよく，

働いた苦
く

労
ろう

を忘れてしまうんです。」 

 

授業をする孝子〔嘉悦学園蔵〕

蔵) 

 

学校を設立した頃の孝子  

 〔嘉悦学園蔵〕 
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孝子は近代化していく日本の中で，女性の社会進出など，将来
しょうらい

のことを見通していたのかもしれません。多くの人が，「女性へ

の経済
けいざい

・商業教育は必要ない。まだ早すぎる。」と言っていた時

代に，孝子は自分の信
しん

念
ねん

をつらぬき，女子の商業教育に力を注ぎ

ました。この学校では，全国にさきがけて，簿記
ぼ き

や家
か

計
けい

簿
ぼ

の付け

方が教えられました。 

時代の流れとともに，入学してくる生徒もふえていきました。 

◆怒
おこ

るな働け              

1907（明治 40）年、麹町（東京都）に移転することになりまし

た。40 才になった孝子は、新しい校舎を前にして、この学校で学

ぶ生徒たちに、これからの人生の支えとなる言葉を贈りたいと考

えました。それが、「怒るな働け」です。 

                  

                   

  

 
 
 
 
 
 
 
 

1919（大正８）年、日本女子商業学校と名前を変

え、孝子は、校長となりました。 

その後も，孝子は商業教育に力を注ぎ，1949(昭

和 24)年，83 才でなくなりました。 

 時代を先取りし，日本で初めて女子に商業教育を

行った孝子の学校は，今も「嘉悦
か え つ

学園」として，多くの卒業

生を世の中に送り出しています。また，孝子の残した「怒るな働

け」という精神は，今でも校訓として受けつがれているのです。 

簿記 

お金の出し入れや仕 

事の取り引きを書く 

方法。 

孝子が書いた校訓〔嘉悦学園蔵〕 

◆嘉悦 孝子     

現在の嘉悦学園〔嘉悦学園蔵〕 

 

「自分の一生を大切だと思うのであれば、いやなことや苦しいこ

とがあったとき、その気持ちを他人にぶつけたり、しなければ

ならないことを投げ出したりしてはいけません。自分の努力で

工夫して困
こん

難
なん

を乗り越えようとする心が大切です。本当の敵は、

外ではなく、自分の心の内にあるのです。怒る気持ちをおさえ

て、朗らかに、努力を生かし、自分の道を切り拓
ひら

いていきまし

ょう。」 
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上塚周平（1876～1935） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〕 

 

 

 

今，ブラジルには，150 万人の日
にっ

系
けい

人がいます。その日系社会

で，その多くの人々から尊敬
そんけい

されているのが，「ブラジル移民の父」

と呼ばれている上塚周平です。    

 19世
せい

紀
き

から 20 世紀にかけての日本は，中国とロシアを相手に大

きな戦争（日清
にっしん

戦争
せんそう

，日露
に ち ろ

戦争
せんそう

）を 2 度したことで，とても経
けい

済
ざい

的

に苦しくなっていました。町や村には，仕事を求める人があふれ

ていました。そこで，日本政府は外国に働く人を送り出す事を考

えました。この事を移民
い み ん

事業といいます。 

一方，日本より 23 倍も広い国土を持つブラジルでは，コーヒ－

豆さいばいがさかんで，多くの働き手が必要でした。そこで，日

本からブラジルに働きに行けば，1～2 年でお金持ちになって日本

に帰って来られるにちがいないと，たくさんの人たちが，希望に

胸をふくらませ，意気ようようと海を渡って行ったのです。 

その移民を率
ひき

いる総
そう

責
せき

任
にん

者
しゃ

として選
えら

ばれたのが上塚周平でした。

上塚周平とはどんな人物だったのでしょうか。            

 

１９ ブラジル移
い

民
みん

の父と慕
した

われる 上塚
うえつか

 周
しゅう

平
へい

 

日系人 

日 本 以 外 の 国 に 移住
い じ ゅ う

し，その国の国籍
こ く せ き

又は

永住権
えいじゅうけん

を取得した日本

人及び子孫
し そ ん

のこと。 

日本 

ブラジル 

 

世紀（時代区分） 

100 年を単位として年

代を区切る表し方で，

19 世紀は，1801～1900

年まで， 20 世紀は，

1901～ 2000 年までの

それぞれ 100 年間をい

う。 
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夏目漱石と上塚周平が共に写っている卒業記念写真 

前から 2 列目，左から 6 人目が夏目漱石，後ろから 4 列目，右か

ら 2 人目が上塚周平である。  

              

上塚周平生
せい

家
か

 

（熊本市南区城南町赤見）               

◆熊本から東京へ                 

周
しゅう

平
へい

は，熊本市南区城南町の赤
あか

見
み

に生まれました。子どものこ

ろから活発で，とても頭がいい子でした。隈 庄
くまのしょう

高等小学校の同
どう

窓
そう

会
かい

で， 

「昼間遊んでばかりで，日が暮
く

れるとすぐにねていたが，いつも

成績は，1 番だった。何か工夫していたのだろう。」 

と，友人が質問したら， 

「授業中に，一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

に先生の話を聞き，教室を出ると大いに遊

んで体力を養い，夜中に目が覚めると 1 時間くらい勉強しておっ

た。」 

と，答えたというエピソードが残っています。  

 小学校を優
ゆう

秀
しゅう

な成
せい

績
せき

で卒業した周平は，中学生のころから，海

外に出て，活やくする夢
ゆめ

を抱
いだ

き続け，熊本英学校から，済々黌
せいせいこう

中

学に進みます。成績抜群
ばつぐん

，ユーモアがあり，ひょうきんで，相撲
す も う

が

強い周平は，「モンキー」と呼ばれ，クラスの人気者でした。将
しょう

来
らい

の夢を語り合う弁論
べんろん

大会をしたり，友だちと山歩きや徒
と

歩
ほ

旅行を

したりしました。そのころから周平は，友情をとても大事にしま

した。数学や理科の成績がずばぬけていて，先生たちを 驚
おどろ

かせた

と言われています。 

第五高等学校（今の熊本大学）では，

夏目
な つ め

漱
そう

石
せき

から，英語を習いました。そし

て、東京帝
てい

国
こく

大学（今の東京大学）へと

進みます。周平が，大学に進学した時は，

日本には，東京帝国大学のほかに，京都

帝国大学（今の京都大学）ができたばか

りでした。 

 周平は，中学の頃
ころ

から，ずっと海外に進出して活躍
かつやく

する夢を抱

き続けていました。東京帝国大学を卒業する時，日本政府のブラ

◆上塚 周平     

上塚 周平 

 
夏目 漱石 
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出港前の風景 

当時の移民募集のポスター 

ジル移民事業が始まりました。周平は，大喜びで移民をブラジル

に送る移民会社に入りました。 

◆大学卒業後，夢の海外へ！             

 1908（明治 41）年，周
しゅう

平
へい

は，移民会社の総
そう

責
せき

任
にん

者
しゃ

として，第 1

回ブラジル移民 781 人と共に「笠
かさ

戸
と

丸
まる

」に乗り，ブラジルに出発

しました。「大金持ちになって日本に帰って来る。」と，たくさん

の人々が希望に胸をふくらませて海を渡っていったのです。 

  

 

52 日間かけて 6 月 18 日，

やっとブラジルのサントス

港に着きました。日本人が

ブラジルの大地を初めて踏
ふ

んだこの日が「ブラジル移

民の記念日」とされていま

す。 

 

周平と笠戸丸 
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コーヒー農園で働く移民たち  

家族全員での農作業 

◆ 周
しゅう

平
へい

の悩
なや

みと決心                 

 移民たちは，コーヒー農園で働き始めました。しかし，この年

は，天候が悪く，コーヒー豆は大変な不作でした。朝早くから日

が暮
く

れるまで毎日毎日働き続けましたが， 収
しゅう

入
にゅう

は少なく生活は

大変きびしいものでした。そのため，コーヒー農園からにげ出し

たり，ストライキを起こしたりする人がたくさんいました。移民

たちの不満は，責任者である周平たちに向けられました。ある農

園では，竹やりや鍬
くわ

を持ち，大きなさわぎを起こしました。周平

は，土
ど

下
げ

座
ざ

し，なみだを流しながら， 

「わたしは，命はおしくありません。でも，どうかわたしを生か

しておいて，みなさんのために働かせてください。」 

と，うったえました。 

 その後も大きなさわぎはたびたび起きました。周平は，移民か

らふき出る不満を一身に受け止め，励
はげ

まし，移民たちの世話に明

けくれました。 

 

◆日本への帰国                   

 周平は，ブラジルに渡ってから 5 年半ぶりに日本に帰国しまし

た。移民事業の 将
しょう

来
らい

について相談したり援
えん

助
じょ

を求めたりするため

でした。 

周平の思いや考えは，全く受け入れられませんでした。日本に

帰国してからの６年間は，周平の人生の中で最も挫折感
ざ せ つ か ん

に満ちた

時期でした。しかし，周平は逃げませんでした。移民たちのため

に働くという約束を固く守りました。 

◆再びブラジルへ，そして開拓
かいたく

            

 周平は，再びブラジルへ渡り，ブラジルで日本人が幸せに人間

開拓 

広いはんいにわたって

山の木を切ったり，野

原の草を刈ったりして

田畑や牧場などにする

こと。 

◆上塚 周平    
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らしく生きていくためにはどうしたらよいかと考え，悩
なや

み続けま 

した。そして，豊かにくらすためには，農園で働くだけではなく，

自分たちの土地を持つしかないと考えました。できるだけ交通の

便がよいこと，農地として適
てき

していること，マラリアなどの病気

の心配がないことを 条
じょう

件
けん

とし， 周
しゅう

平
へい

は，条件に合う土地を求め

て，来る日も来る日も歩き回りました。そうして，ようやく土地

を見つけることができたのです。土地が決まると，次は開墾
かいこん

です。

巨
きょ

大
だい

な樹木
じゅもく

が生
お

い茂
しげ

る 2 つのジャングルを，移民たちと力を合わ

せて切り開きました。その土地の広さは，熊本市の約 3 分の 1 の

面積になるほどでした。その土地のおかげで，4000 人以上もの移

民が自分の土地を持ち，安定した生活を送ることができるように

なりました。 

 この事業の背景
はいけい

には，周平の友だちの大きな協力もあ 

りました。周平は，一生を通して友情を大切にしていま 

した。学生時代も，友だちが病気だと聞けば，飛んでい 

って看病
かんびょう

し，お金に困っている友だちがいれば，自分が 

持っているお金を全部渡していました。友情を大切にす 

る人だからこそ，逆
ぎゃく

に困
こま

っている周平も多くの友だちに 

助けられたのです。 

 

◆信念を 貫
つらぬ

く                   

 周平たちがブラジルに渡って 10 年。移民たちのくらしも安定し

てきました。そんな時，移民たちから， 

「わたしたちのくらしがよくなったのは，周平さんのおかげだ。

お世話になった周平さんに，新しい家を建ててプレゼントしよ

うじゃないか。」 

という声があがりました。すると，その話を聞いた周平はとても

ジャングルの巨大な樹木 

開拓の様子 

開墾
か い こ ん

 

山の木を切ったり，野

原の草をかったりした

後，たがやして新しく

田や畑をつくること。 
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おこりました。 

「わたしは，立派
り っ ぱ

な家に住むためにブラジルに来たのではないの 

です。そんなお金があるのなら，子どもたちのための学校がほ

しい。道路や橋もほしい。」 

そう言って，家を建てることをことわりました。そして，雨もり

のする古い家に亡
な

くなるまで住み，その一生を移民たちのために

尽くしました。 

 

◆ブラジル移民の父・・・上塚
うえつか

 周
しゅう

平
へい

          

 ブラジルには現在，日本人を祖
そ

先
せん

にもつ日系
にっけい

の人たちが 150 万

人いて，世界最大の日系社会を 営
いとな

んでいます。 

そして，その日系人は「約
やく

束
そく

を守る。まじめにせいじつによく働

く。」と，ブラジル社会の中でとても信らいされています。周平が

日本人の幸せのためにがんばったからと言っても決して大げさで

はありません。 

周平は，今でも日系社会で「ブラジル移民の父」と呼ばれ尊敬
そんけい

さ

れ，日系人の心の支えとなっています。 

 

 

 

 

ブラジルにある周平の墓  上塚周平橋（ブラジル・サンパウロ市中心部）  

◆上塚 周平     
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  出かけよう！調べてみよう！ 

（資
し

料
りょう

館
かん

,記
き

念
ねん

館
かん

,史
し

跡
せき

めぐり） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 魅
み

力
りょく

満
まん

載
さい

！熊本市にゆかりの人たちの

ことがよくわかる資料館,記念館,史跡がた

くさんあるよ。一度行ってみないか。 

 横
よこ

井
い

小
しょう

楠
なん

記念館，リデル，ライト両
りょう

女
じょ

史
し

 

記念館，徳
とく

富
とみ

記念園は，人物紹
しょう

介
かい

のページ

に載
の

っているよ。 

 

○塚
つか

原
わら

歴
れき

史
し

民
みん

俗
ぞく

資
し

料
りょう

館
かん

 

○植
うえ

木
き

町
まち

田
た

原
ばる

坂
ざか

歴
れき

史
し

資
し

料
りょう

館
かん

 

○御馬下
み ま げ

の角
かど

小屋
ご や

 

○熊
くま

本
もと

洋
よう

学
がっ

校
こう

教
きょう

師
し

ジェーンズ邸
てい

（日
にっ

赤
せき

記
き

念
ねん

館
かん

） 

○後
ご

藤
とう

是
ぜ

山
ざん

記念館
き ね ん か ん

 

○小
こ

泉
いずみ

八
や

雲
くも

熊
くま

本
もと

旧居
きゅうきょ

 

○夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

内
うち

坪
つぼ

井
い

旧
きゅう

居
きょ

 

○六
ろく

殿
でん

神
じん

社
じゃ

楼
ろう

門
もん

 

○熊本藩
くまもとはん

川
かわ

尻
しり

米
こめ

蔵
ぐら

跡
あと

・外
と

城
じょう

蔵
ぐら

跡
あと

・船
ふな

着
つき

場
ば

跡
あと

 

○熊本
くまもと

藩
はん

主
しゅ

細
ほそ

川
かわ

家
け

墓
ぼ

所
しょ

（泰
たい

勝
しょう

寺
じ

跡
あと

）  

○熊
くま

本
もと

藩
はん

主
しゅ

細
ほそ

川
かわ

家
け

墓
ぼ

所
しょ

（妙
みょう

解
げ

寺
じ

跡
あと

）  

○池
ち

辺
へん

寺
じ

跡
あと
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 塚
つか

原
わら

歴
れき

史
し

民
みん

俗
ぞく

資
し

料
りょう

館
かん

（塚
つか

原
わら

古
こ

墳
ふん

公
こう

園
えん

内
ない

：塚
つか

原
わら

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

） 
(国指定史跡） 

 いにしえの浪
ろ

漫
まん

を求めて！ 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 塚原古墳公園の中に資料館があります。館内

には考
こう

古
こ

・歴史・民俗の 3 つの展示室があり，

豊富な収
しゅう

蔵
ぞう

品
ひん

を備えています。塚原古墳群の出

土品をはじめ各所からの縄
じょう

文
もん

・弥生
や よ い

時代の出土

品や民俗資料など約 400点を展示しています。 

 

時を超
こ

えて静かに息づく！ 

熊本市南区城南町の遺
い

跡
せき

からの出土

品を中心に展示する考古展示室には，

甕
かめ

棺
かん

やいろんな土器，石剣など，資料

約 300点を展示しています。 
 展示品の中には，国指定の文化財を

はじめ，塚原古墳群の発
はっ

掘
くつ

品
ひん

などが多

数展示されていて，古き時代の息吹
い ぶ

き

を感じさせてくれます。 

城南町は古墳の宝庫！ 

塚原古墳群  

 資料館南の台地一帯には，琵琶
び わ

塚
づか

，

花
はな

見
み

塚
づか

，石
いし

之
の

室
むろ

古
こ

墳
ふん

を中心に，方形
ほうけい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

，円墳
えんぷん

，前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

など約 500基

が存在したと推定されています。左の

写真は，公園内にある国指定の古墳群

です。 

ここでは，

勾玉
まがたま

作りな

どの体験も

できるよ。 

住所：熊本市南区城南町塚原 1924 

電話：（0964）28－5962 

資料館玄関前の石像 塚原歴史民俗資料館 

資料館内考古展示室 

塚原古墳群 
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田原坂
たばるざか

歴史
れ き し

資料館
しりょうかん

（田原坂
たばるざか

公
こう

園内
えんない

） 

 
明治の激動

げきどう

，戦いの激しさが伝わる展示品   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       田原坂歴史資料館                      政府軍の軍服 

1877（明治 10）年の西南戦争最大の激戦地
げきせんち

「田原坂」。“越すに越されぬ田原坂”の 

民謡
みんよう

でも知られ，17日間にわたる戦闘が繰り広げられました。1日で使用された弾
だん

丸
がん

32

万発。弾
たま

と弾が空中でぶつかり合ったと伝わるほど激しい戦いであったと言われていま

す。資料館には当時の貴重な政府軍・士族からなる西郷軍の武器・弾薬
だんやく

・備品などの遺品
い ひ ん

や戦争資料等約 600点が展示してあります。 

 
園内に残る，激戦の跡！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
       田原坂公園内の慰霊塔                  鉄砲の弾

たま

のあとが残る土蔵
ど ぞ う

（復元） 

 

園内には，激戦の跡が生々しい 

鉄砲の弾
たま

のあとが残る家（復元）や 

慰霊塔
い れ い と う

が建ち，当時の戦いの 

激しさがうかがえます。 

 

 

 

 (平成２７年に「熊本市田原坂西南戦争資料館」として移設しリニューアルオープンしました。)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住所：熊本市北区植木町豊岡 858-1                   

電話：(096)272-4982  

資料がたくさんあるので、 西

南戦争について詳
くわ

しく調べて

みたいな。 
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 御馬下
み ま げ

の角
か ど

小屋
ご や

（市
し

指定
し て い

文化
ぶ ん か

財
ざい

） 

住所：熊本市北区四方寄
よ も ぎ

町1274 

電話：(096)245-2963 
 

  右の建物は，江戸時代に庄屋
しょうや

を務めるか

たわら質屋
し ち や

・酒屋
さ か や

を営んだ堀内家
ほりうちけ

の住宅で

す。参勤
さんきん

交代
こうたい

の折には，豊前
ぶ ぜ ん

街道
かいどう

を往来
おうらい

す

る島津，細川などの大名がお茶屋(休
きゅう

憩
けい

所
じょ

)

として使用しました。 

  薩摩
さ つ ま

藩主
はんしゅ

島津
し ま づ

斉
なり

彬
あきら

のお供をして，西郷

隆盛も立ち寄ったと言われています。 

  この建物は，1809（文化
ぶ ん か

６）年に整備さ

れました。自宅を兼ねた店として使ってい

た部分と藩主の休憩所に使われた座敷
ざ し き

部 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

御馬下の角小屋 

分があります。自宅を兼ねた部分は，江

戸末期の町屋
ま ち や

を表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  熊
くま

本
もと

洋
よう

学
がっ

校
こう

教
きょう

師
し

ジェーンズ邸
てい

 
（県指定重要文化財「洋学校教師館」） 

住所：熊本市中央区水前寺公園12-10 

電話：(096)382-6076 

 

1871（明治 4）年に古
ふる

城
しろ

に建てられた熊本

で最も古い西洋建築物で，熊本洋学校に教師

として招
まね

かれたジェーンズが住んだ邸宅で

す。 

 ジェーンズは，ここで生徒たちに英語だけ

で勉強を教えました。徹
てっ

底
てい

した自主学習を基

本として指導し，優
すぐ

れた人材を輩
はい

出
しゅつ

しまし

た。 

 洋学校は，1876（明治9）年に閉校となり

ます。1877（明治10）年，熊本を舞
ぶ

台
たい

に始 

まった西南戦争では，戦火を免
まぬが

れました。

この戦争の時，敵
てき

味
み

方
かた

の区別なく負
ふ

傷
しょう

者
しゃ

を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助けたいという考えから博
はく

愛
あい

社
しゃ

ができ， 

 後に名称を日
に

本
ほん

赤
せき

十
じゅう

字
じ

社
しゃ

と変えました。 

 ジェーンズ邸の２階で博愛社設立の許可 

 がおりたことから，「日赤記念館」とも 

 呼ばれています。 

  ジェーンズ邸は昭和 45 年に現在地に

移りました。 

 

 

 

すごいね。 

西郷隆盛が立ち 

寄ったかもしれ

ないんだって。 

ジェーンズ邸（洋学校教師館） 

 西洋の香りがするとても素
す

敵
て き

な建物だよ。この学校から日

本の文化をリードする人たち

がたくさん出たんだ。 

「熊本洋学校教師ジェーンズ邸」は平成２８年熊本地震で倒壊し、場所を変えて令和５年

（2023 年）に再開館しました。 
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小
こ

泉
いずみ

八
や

雲
くも

熊本
くまもと

旧
きゅう

居
きょ

（市指定文化財） 

 

 

「耳なし芳
ほう

一
いち

」「むじな」などの作者と

して知られる小泉八雲，もとの名前をラフ

カディオ・ハーンといいます。 

小泉八雲はイギリス人で，幼い時大
おお

叔
お

母
ば

のもとで育てられますが，16 才のころ，事

故で左目を失
しつ

明
めい

してしまいます。やがてア

メリカに渡りジャーナリストとして有名

になりました。取材で訪れた日本が大好き

になった八雲は，1890（明治 23）年島
しま

根
ね

県
けん

松
まつ

江
え

中学の英語の先生となります。翌年小

泉セツと結
けっ

婚
こん

し，第五高等中学校（現在の

熊本大学）の英

語教師として熊

本に赴
ふ

任
にん

しまし

た。この住居は，

1891（明治 24）

年 11 月から１年を過ごした住居です。日

本文化が大好きだった八雲は，たたみのあ

る武家屋敷様
よう

式
しき

のこの家に住み，神
かみ

棚
だな

を作

って毎朝お参りをして，学校に人
じん

力
りき

車
しゃ

で通

っていました。そして，日本人の文化や精
せい

神
しん

，ものの考え方などを紹
しょう

介
かい

する本を書

いて，外国に伝えました。1995（平成 7）

年に復
ふく

元
げん

された住居内には，八雲の足
あし

跡
あと

を

紹介したパネルや作品のほか，八雲がお参

りしたという神棚も置かれています。 

後
ご

藤
とう

是
ぜ

山
ざん

記
き

念
ねん

館
かん

 
 

 

 後藤是山は

1886（明治 19）

年，大分県久
く

住
じゅう

町に生まれ

ました。 

 1909（明治

42）年，熊本市の九州日日新聞社（熊本日日

新聞社の前身）に入社しましたが，理想の新

聞社とは大きく違
ちが

ったため，社長の勧
すす

めで東

京の国民新聞社に留
りゅう

学
がく

しました。そこで徳
とく

富
とみ

蘇
そ

峰
ほう

の指導を受けたり，蘆
ろ

花
か

や当時の有名

な文化人たちの影響を受けたりしました。 

熊本に帰り，文芸欄
らん

の拡
かく

充
じゅう

に努力し有名 

 

な俳
はい

人
じん

，歌
か

人
じん

，画家
が か

た

ちを紙面に

登場させ， 

熊本の文芸

の発展に大

きく貢
こう

献
けん

し

ました。 

自
みずか

ら歌人でもありましたが，生涯
しょうがい

一

記者としての生活を貫
つらぬ

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

住所：熊本市水前寺 2 丁目 6-10 

電話：（096）382-4061 

記念館玄関 

小泉八雲旧居 

記念館
きねんかん

淡
たん

成
せい

居
きょ

（是
ぜ

山
ざん

旧居
きゅうきょ

） 

上の家は，是山さんが暮ら

した家だよ。ここには，歌

人の与
よ

謝
さ

野
の

晶
あき

子
こ

さんと一緒

に写っている写真も展示し

てあるよ。 

住所：熊本市中央区安政町 2-6 

電話：（096）354‐7842 
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六
ろく

殿
でん

神社
じんじゃ

楼門
ろうもん

（国指定重要文化財） 

 

   

 

 

 

 

 

  

六殿神社は，1178（治
じ

承
しょう

2）年に， 平
たいらの

重
しげ

盛
もり

が建
こん

立
りゅう

し，また，この地域一帯を治
おさ

め

た木
き

原
はら

氏の氏
うじ

神
がみ

だと伝えられています。毎

年 10月 9日の大祭には，古
こ

式
しき

豊かな神楽
か ぐ ら

や 

流鏑馬
や ぶ さ め

が奉
ほう

納
のう

されています。 

朱
しゅ

塗
ぬ

りで美しい楼
ろう

門
もん

は，1549（天
てん

文
もん

18）

年に，宇
う

土
と

城主名
な

和
わ

氏が建てたものです。

屋根は入
いり

母
も

屋
や

造
づく

りのかやぶきで， 巧
たく

みな

手
しゅ

法
ほう

と複
ふく

雑
ざつ

な装
そう

飾
しょく

は，室
むろ

町
まち

時代の典型的

な建築様式を示しています。1907（明治

40）年，県下では最も早く国指定重要文

化財に指定されました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  夏目
な つ め

漱
そ う

石
せ き

内坪井
う ち つ ぼ い

旧居
きゅうきょ

（市指定史跡） 

住所：熊本市中央区内坪井町4-22 

電話：(096)325-9127 

  

夏目漱石は，1896（明治29）年，第五高

等学校（現在の熊本大学）の教師として熊

本に来ました。 

 熊本滞在期間中に６回も転居した中で,

最も長い1年８ヶ月を暮らしたのがこの家

です。庭内には，漱石の句
く

碑
ひ

や長女筆
ふで

子
こ

が

生まれた時に産
うぶ

湯
ゆ

を使った井戸，教え子で

後に物理学者で優
すぐ

れた随
ずい

筆
ひつ

家
か

となった寺田
て ら だ

寅彦
とらひこ

が泊
と

まった馬
ば

丁
てい

小
ご

屋
や

などが現在も残っ

ています。また，展示室には，直筆
じきひつ

原稿や 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏目漱石内坪井旧居 

第五高等学校の教師だった頃の写真，草
くさ

枕
まくら

絵
え

巻
まき

等を多数展示しています。 

 この旧居は，５番目の家で、1978(昭和

53)年熊本市指定史跡となっています。 

夏目漱石がここに住

んでいたんだね。 

六殿神社楼門全景 

六殿神社楼門の屋根 

住所：熊本市南区富合町木原 2378 

電話：（096）357‐4127 

釘く

ぎ

が
一
本
も
使

っ
て
な
い
ん
だ

っ
て
！
見み

事ご

と

な

造
り
だ
ね
。 
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住所：熊本市南区川尻 3丁目 3 

 

 

 熊本藩
くまもとはん

川
かわ

尻
しり

米
こめ

蔵
ぐら

跡
あと

・外
と

城
じょう

蔵
ぐら

跡
あと

・ 

船
ふな

着
つき

場
ば

跡
あと

     （国指定史跡） 

          

 川尻は，加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

時代から海外貿易港と

して栄
さか

えたところです。また，緑川上流の年
ねん

貢
ぐ

米
まい

の集
しゅう

積
せき

地
ち

でもありました。細
ほそ

川
かわ

藩
はん

にな

って，さらに活気に満ちていました。 

川尻の外城には，加
か

勢
せ

川
がわ

沿いにある船着

場の跡が今も残っています。江戸時代，船
ふな

荷
に

の積み下ろしのために設けられました。潮
しお

の干
かん

満
まん

に影
えい

響
きょう

されない 13 段の石段が

150m にわたり造られています。船着場前

には，各地から集められた年貢米を保管す 

 

 

熊本
くまもと

藩
はん

主
しゅ

細
ほそ

川
かわ

家
け

墓
ぼ

所
しょ

（泰
たい

勝
しょう

寺
じ

跡
あと

） 

 （国指定史跡） 

       

           

 立
たつ

田
た

山
やま

山
さん

ろくの

立田自然公園には，

熊本藩主細川家の

菩
ぼ

提
だい

寺
じ

である泰勝

寺跡があります。

ここには，細川家初
しょ

代
だい

藤
ふじ

孝
たか

夫妻と二代目忠
ただ

興
おき

とガラシャ夫人の四人の墓のある「四つ

御
ご

廟
びょう

」や，武士でありながら茶
さ

道
どう

にかけて

は国内随
ずい

一
いち

と言われた細川忠興の原
げん

図
ず

に基

づいて復
ふく

元
げん

された茶
ちゃ

室
しつ

「仰
こう

松
しょう

軒
けん

」などがあ 

る「御
お

蔵
くら

」が３ヶ所９棟
とう

ありました。ここ

から，大坂（大阪）へ年貢米や農産物が船

で送られました。大坂からは日
にち

用
よう

雑
ざっ

貨
か

など

が荷あげされていました。また，天草方面

からの日常物資を積んだ船の出入りも多く，

これは昭和 30年ごろまで続きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ります。「仰松軒」にある手水
ちょうず

鉢
ばち

は，京都で

忠興が愛用したもので，豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

や千
せんの

利
り

休
きゅう

も使用したと伝えられています。 

藩主は，この

手水鉢を参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

の道
どう

中
ちゅう

に

も持
じ

参
さん

したと

言われます。こ

こでは，今も四
し

季
き

折々に茶会が行われています。 

杉
すぎ

木
こ

立
だち

がうっそうと茂
しげ

り，緑に囲まれた

泰勝寺は 1955（昭和 30）年に細川家から

熊本市に貸
たい

与
よ

され，以後立田自然公園とし

て一般に公開され，市民の憩
いこ

いの場として

親しまれています。 

 

仰松軒 

 

川尻船着場跡 

川尻米蔵跡・外城蔵跡 

向
こ
う
に
は
九
州
新
幹

線
の
高 こ

う

架 か

も
見
え
る
ね
。 

四つ御廟 

住所：熊本市中央区黒髪 4丁目 610 

電話：（096）344‐6753 
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忠利夫妻・光尚の３人の霊廟
れいびょう

 

熊本藩
くまもとはん

主
しゅ

細川家
ほそかわけ

墓所
ぼ し ょ

(妙
みょう

解
げ

寺
じ

跡
あと

) 

（国指定史跡） 

住所：熊本市中央区横手 2-5-1 

    電話：(096)356-6753 

 妙解寺は，肥後藩第２代藩主である細
ほそ

川
かわ

光
みつ

尚
なお

（光
みつ

利
とし

）（細川家第４代）が，父・

初代藩主忠
ただ

利
とし

の冥福
めいふく

を祈って建てた寺

です。昭和に入り，熊本市が細川家より

譲り受け，花
はな

岡
おか

山の麓
ふもと

に北岡自然公園   

として整
せい

備
び

し

て，一般
いっぱん

に公開

されています。 

現在，妙
みょう

解
げ

 

 寺
じ

橋
ばし

・山門
さんもん

・裏
うら

  

門
もん

・枯
かれ

山水
さんすい

の庭 

園・参
さん

道
どう

の石
いし

燈
とう

 

籠
ろう

など多くの遺
い

 

跡
せき

が 300 年の歴史を物語ってくれます。 

忠利のあとを追って亡
な

くなった藩士
は ん し

の墓 

だけでなく，「忠利ゆかりの鶴の碑」もあり 

ます。また，森
もり

鴎外
おうがい

の小説「阿
あ

部
べ

一族」の 

モデルとなった阿部
あ べ

弥一右衛門
や い ち え も ん

の供
く

養
よう

塔
とう

も 

あります。 

   

 

池辺寺
ち へ ん じ

跡
あ と

（国指定史跡） 
住所：熊本市西区池上町 

 池辺寺跡

は，熊本市西

区池上
いけのうえ

町の

標高
ひょうこう

128 ～

141ｍの百
ひゃく

 

塚
つか

地区にあった平安時代初め（今から約

1200 年前）の寺の跡です。 

 

 

 池辺寺は，奈良時代に味生
あじうの

池
いけ

（今の池上

小学校の東側にあった溜
ため

池
いけ

）の龍
りゅう

を鎮
しず

める

ために建てられたと伝えられ，明治時代ま

で続いていました。調査
ちょうさ

によって，6 つの建

物跡や 100基
き

の石塔
せきとう

跡
あと

，多量の土器などが見

つかっています。他にも伝説
でんせつ

や宝物がたく

さん残る，魅力
みりょく

いっぱいのお寺の跡です。 

 

 

池辺寺跡の発掘調査のようす 

上空からの池辺寺跡の全景 

石燈籠が並ぶ参道 

「池辺寺跡」から，眼下
が ん か

にひろがる景

色をながめながら，古代
こ だ い

から今につな

がる歴史を感じてみよう！ 

九州新幹線の全線開業によ

り，熊本駅周辺の散策
さ ん さ く

ルート

の一つとして注目されている

よ。「泰勝寺」と一緒に巡
め ぐ

って

みよう！ 

「池辺寺跡」は平成２８年に整備工事が完了し、一般公開が始まりました。 
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時代 西暦 日本のおもなできごと・ふるさとくまもとのできごと 活躍した主な人物 ふるさとの人々 

 

縄文
じょうもん

 

 

 

 

 

239 

 
 

593 
 

607 

 

645 
 

710 

 

794 

 

 

1016 

1167 

1192 

1274 

1278 

1281 

 

 

1333 

 

1397 

 

 

1467 

1492 

～ 

1501 

1543 

1549 

1573 

1590 

 

1600 

1603 

1607 

1615 

 
 

1632 

1635 

1637 

1640 

1641 

  

狩りや漁のくらしが行われる 

縄文
じょうもん

土器
ど き

や石器がつくられる 

弥生
や よ い

土器
ど き

がつくられる 

邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の卑弥呼
ひ み こ

が中国（魏
ぎ

）に使いを送る 

 

聖徳太子
しょうとくたいし

が摂政
せっしょう

となる 

法
ほう

隆寺
りゅうじ

が建てられる 

大化
た い か

の改新
かいしん

 

奈良
な ら

（平城
へいじょう

京
きょう

）に都が移る 

 

京都
きょうと

（平安
へいあん

京
きょう

）に都が移る 

 

 

藤原
ふじわらの

道長
みちなが

が摂政になる 

平清盛
たいらのきよもり

が太政
だいじょう

大臣
だいじん

になる 

源頼朝
みなもとのよりとも

が征夷
せ い い

大将軍
たいしょうぐん

になる 

元
げん

が攻めてくる 

寒巌義尹
か ん が ん ぎ い ん

が大慈寺
だ い じ じ

を建てる 

再び元が攻めてくる 

 

鎌倉
かまくら

幕府
ば く ふ

がほろびる 

足利
あしかが

義
よし

満
みつ

が金閣
きんかく

を建てる 

 

応仁
おうにん

の乱が起こる 

鹿子木
か の こ ぎ

寂
じゃく

心
しん

(親員
ちかかず

)，このころ「隈
くま

本
もと

城」（古城
ふるしろ

）に居城
きょじょう

を移す 
 

鉄砲が伝わる 

キリスト教が伝わる 

六
ろく

殿
でん

神社
じんじゃ

楼門
ろうもん

が建てられる 

織田
お だ

信長
のぶなが

が室町
むろまち

幕府
ば く ふ

をほろぼす 

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

が全国を統一する 

関ヶ原
せ き が は ら

の戦いが起こる 

徳川
とくがわ

家康
いえやす

が江戸
え ど

に幕府を開く 

熊本城が完成する 

武家
ぶ け

諸法度
し ょ は っ と

が定められる 

 

細川
ほそかわ

忠
ただ

利
とし

，初代肥後
ひ ご

藩主
はんしゅ

となる 

参勤
さんきん

交代
こうたい

の制度が確立される 

島原
しまばら

・天草
あまくさ

一揆
い っ き

が起こる 

宮本
みやもと

武蔵
む さ し

が，細川忠利にまねかれ，細川家につかえる 

鎖
さ

国
こく

が完成する 

 

 

 

 

卑弥呼
ひ み こ

(2世紀末～ 

3世紀前期) 

聖徳太子
しょうとくたいし

(574～622) 

小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

(6世紀末～ 

7世紀前期) 

中臣鎌足
なかとみのかまたり

(614～669) 

中大兄皇子
なかのおおえのおうじ

(626～671) 

行基
ぎょうき

(668～749) 

鑑
がん

真
じん

(688～763) 

聖
しょう

武
む

天皇
てんのう

(701～756) 

 

 

清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

(10 世紀後期～

11世紀前期) 

紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

(10世紀後期～ 

11世紀前期) 

藤原
ふじわらの

道長
みちなが

(966～1027) 

平 清 盛
たいらのきよもり

(1118～1181) 

源 頼 朝
みなもとのよりとも

(1147～1199) 

源義経
みなもとのよしつね

(1159～1189) 

北条
ほうじょう

時宗
ときむね

(1251～1284) 

足利
あしかが

義
よし

満
みつ

(1358～1408） 

 

雪
せっ

舟
しゅう

(1420～1506) 

足利
あしかが

義
よし

政
まさ

(1436～1490) 

 

 

 

ザビエル(1506～1552) 

織田
お だ

信長
のぶなが

(1534～1582) 

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

(1537～1598) 

徳川
とくがわ

家康
いえやす

(1542～1616) 

 

 

 

徳川
とくがわ

家光
いえみつ

(1604～1651) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒
かん

巌
がん

義
ぎ

尹
いん

(1217～1300) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿子木
か の こ ぎ

寂
じゃく

心
しん

(？ ～1549) 

 

 

 

 

加藤
か と う

清
きよ

正
まさ

(1562～1611) 

宮本
みやもと

武蔵
む さ し

(1584～1645) 

細川
ほそかわ

忠
ただ

利
とし

(1586～1641) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弥生
や よ い

 

 

古墳
こ ふ ん

 

奈良
な ら

 

平安
へいあん

 

鎌倉
かまくら

 

室町
むろまち

 

安土
あ づ ち

 

桃山
ももやま

 

江戸
え ど

 

 

1万年前ごろ 

塚
原

つ
か
わ
ら

古
墳

こ

ふ

ん 

このころ池
ち

辺
へん

寺
じ

がつくられる 
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時代 西暦 日本のおもなできごと・ふるさとくまもとのできごと 活躍した主な人物 ふるさとの人々 

江戸
え ど

 

 

 

1747 

1755 

1757 

1774 

 

1798 

1853 

1854 

1858 

1864 

1867 

1868 

 

1871 

 

1872 

1875 

1877 

 

 

1882 

 

1887 

1889 

1890 

1891 

 

1894 

1895 

1896 

1897 

 

 

1904 

1906 

1908 

1910 

1911 

 

 

1919 

大阪を中心に町人の文化が栄える 

細川
ほそかわ

重賢
しげかた

，第 6代肥後
ひ ご

藩主
はんしゅ

となる 

熊本城二の丸に藩校
はんこう

「時習館
じしゅうかん

」が開講する 

「再春館
さいしゅんかん

」が開講する 

杉田
す ぎ た

玄
げん

白
ぱく

らが「解体
かいたい

新書
しんしょ

」を出版する 

江戸を中心に町人の文化が栄える 

本居宣
もとおりのり

長
なが

が「古
こ

事
じ

記
き

伝
でん

」をあらわす 

ペリーが浦賀
う ら が

に来る 

日米
にちべい

和親
わ し ん

条約
じょうやく

を結ぶ 

日米
にちべい

修好
しゅうこう

通商
つうしょう

条約
じょうやく

を結ぶ 

坂本
さかもと

龍
りょう

馬
ま

が初めて「四時
し じ

軒
けん

」を訪
おとず

れる 

徳川
とくがわ

慶喜
よしのぶ

が政権を朝廷に返す（大政
たいせい

奉還
ほうかん

） 

明治
め い じ

維新
い し ん

 江戸を東京とする 

横井
よ こ い

小楠
しょうなん

，明治政府の参与
さ ん よ

となる 

藩が廃止され県が置かれる（廃藩
はいはん

置県
ち け ん

） 

熊本県
くまもとけん

が設置される 

学制が公布される 

植木学校が開校する 

西南
せいなん

戦争
せんそう

が起こる 

西南戦争で市街地
し が い ち

の大半
たいはん

が焼失
しょうしつ

する 

自由
じ ゆ う

民権
みんけん

運動
うんどう

がさかんになる 

松
まつ

本
もと

喜
き

三
さぶ

郎
ろう

の人形展示会が熊本で開かれる。 

徳富
とくとみ

猪
い

一郎
いちろう

（蘇峰
そ ほ う

），大
おお

江
え

義
ぎ

塾
じゅく

をつくる 

第五
だ い ご

高等
こうとう

中学校（現五高記念館）が創立
そうりつ

する 

大日本
だ い に ほ ん

帝国
ていこく

憲法
けんぽう

が発布される 

教育
きょういく

勅語
ちょくご

を井上
いのうえ

毅
こわし

と元
もと

田
だ

永
なが

孚
ざね

が立案
りつあん

する 

ラフガディオハーン（小泉
こいずみ

八雲
や く も

），五高に着任する 

冨
とみ

重
しげ

利
り

平
へい

，日本で初めての写真師同盟をつくる 

日清
にっしん

戦争
せんそう

（～95） 

ハンナ・リデルが回春
かいしゅん

病院を設立する 

夏目漱
な つ め そ う

石
せき

，五高に着任（熊本を「森の都」と称賛
しょうさん

）する 

竹崎
たけざき

順子
じゅんこ

，熊本女学校の校長となる 

 

 

日露
に ち ろ

戦争
せんそう

（～05） 

宇
う

野
の

哲
てつ

人
と

，中国（清
しん

）に留学
りゅうがく

する 

上塚
うえつか

周
しゅう

平
へい

，第１回ブラジル移民と共に「笠
かさ

戸
と

丸
まる

」でブラジル

へ出発する 

韓国
かんこく

併合
へいごう

が行われる 

条約改正が達成される（関税
かんぜい

自主権
じ し ゅ け ん

の回復） 

 

嘉悦
か え つ

孝子
た か こ

，日本女子商業学校の校長となる 

 

近松門
ちかまつもん

左
ざ

衛門
え も ん

 

(1653～1724) 

本居宣長
もとおりのりなが

(1730～1801) 

杉田
す ぎ た

玄
げん

白
ぱく

(1733 ～ 1817) 

伊能
い の う

忠
ただ

敬
たか

(1745～1818) 

ペリー(1794～1858) 

歌川
うたがわ

広重
ひろしげ

(1797～1858) 

 

勝海舟
かつかいしゅう

(1823～1899) 

西郷
さいごう

隆盛
たかもり

(1827～1877) 

大久保
お お く ぼ

利通
としみち

(1830～1878) 

木戸
き ど

孝
たか

允
よし

(1833～1877) 

福沢
ふくざわ

諭
ゆ

吉
きち

(1834～1901) 

坂本
さかもと

竜馬
りゅうま

(1835～1867) 

板垣退
いたがきたい

助
すけ

(1837～1919) 

大隈
おおくま

重信
しげのぶ

(1838 ～ 1922)

伊藤
い と う

博文
ひろぶみ

(1841～1909) 

陸
む

奥
つ

宗
むね

光
みつ

(1844～1897) 

東郷
とうごう

平八郎
へいはちろう

(1847～1934) 

明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

(1852～1912) 

小村
こ む ら

寿
じゅ

太郎
た ろ う

(1855～1911)

夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

(1867～1916) 

野口
の ぐ ち

英世
ひ で よ

(1876～1928) 

 

 

細川
ほそかわ

重賢
しげかた

(1720～1785) 

 

 

 

 

 

横
よこ

井
い

小
しょう

楠
なん

(1809～1869) 

松
まつ

本
もと

喜
き

三
さぶ

郎
ろう

(1825～1891) 

竹
たけ

崎
ざき

順
じゅん

子
こ

(1825～1905) 

冨
とみ

重
しげ

利
り

平
へい

(1837～1922) 

広田
ひ ろ た

尚
ひさし

(1842～1895) 

井上
いのうえ

毅
こわし

(1843～1895) 

鳩
はと

野
の

宗
そう

巴
は

(1844～1917) 

ハンナ・リデル 

(1855～1932) 

徳
とく

富
とみ

蘇
そ

峰
ほう

（猪
い

一
いち

郎
ろう

） 

(1863～1957) 

エダ・ハンナ・ライト 

(1870～1950) 

嘉
か

悦
えつ

孝
たか

子
こ

(1867～1949) 

林
はやし

市蔵
いちぞう

(1867～1952) 

宇
う

野
の

哲
てつ

人
と

(1875～1974) 

上
うえ

塚
つか

周
しゅう

平
へい

(1876～1935) 

高橋
たかはし

守
もり

雄
お

(1883～1957) 

堅
かた

山
やま

南
なん

風
ぷう

(1887～1980) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中
なか

村
むら

汀
てい

女
じょ

(1900～1988) 

 

 

 

明治
め い じ

 

大正
たいしょう
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大正
たいしょう

 

1922 

1923 

1924 

1925 

1927 

1929 

1930 

1931 

1933 

1937 

1941 

1945 

1946 

1949 

1951 

1953 

1956 

1960 

 

1964 

 

1968 

1972 

1977 

1980 

1994 

1995 

2000 

2002 

2004 

2008 

 

2010 

2011 

 

 

2012 

  

 

高橋守雄，熊本市長となる 

関東
かんとう

大震災
だいしんさい

が起こる 

熊本市営
し え い

電車
でんしゃ

が開通する 

普通選挙制度が定められる 

熊本市で方面
ほうめん

委員制度がつくられる 

水前寺
す い ぜ ん じ

動物園
どうぶつえん

が開園
かいえん

する 

熊
くま

本
もと

市
し

歌
か

が制定される 

満州
まんしゅう

事変
じ へ ん

が起こる 

日本が国
こく

際
さい

連
れん

盟
めい

を脱退
だったい

する 

日中
にっちゅう

戦争
せんそう

（～45） 

太平洋
たいへいよう

戦争
せんそう

（～45） 

広島
ひろしま

・長崎
ながさき

に原
げん

子
し

爆弾
ばくだん

が落とされる 

日本
に ほ ん

国
こく

憲法
けんぽう

が公布
こ う ふ

される 

「火の国まつり」が開始される 

日米
にちべい

安全
あんぜん

保障
ほしょう

条約
じょうやく

が結ばれる 

集中
しゅうちゅう

豪雨
ご う う

により大水害
だいすいがい

が起こる（「6.26水害」） 

国際
こくさい

連合
れんごう

に加盟
か め い

する 

熊本
くまもと

空港
くうこう

（健軍）が開設
かいせつ

される 

熊本
くまもと

城
じょう

天守閣
てんしゅかく

の再建
さいけん

が完成
かんせい

する 

オリンピック東京大会が開かれる 

堅山
かたやま

南風
なんぷう

，母校（壺川小学校）を 66年ぶり訪問する 

宇野
う の

哲人
て つ と

，母校（向山
こうざん

小学校）に「自彊
じきょう

不息
ふ そ く

」の書
しょ

を贈
おく

る 

沖縄
おきなわ

が日本に復帰
ふ っ き

する 

熊本市の人口が、50万人を突破
と っ ぱ

する 

中村
なかむら

汀女
ていじょ

，国の文化功労者となる 

日本が子どもの権利
け ん り

条約
じょうやく

を承認する 

阪神
はんしん

・淡路
あ わ じ

大震災
だいしんさい

が起こる 

九州
きゅうしゅう

・沖縄
おきなわ

サミットが開かれる 

日本と韓国
かんこく

でｻｯｶｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ大会を共催
きょうさい

 

イラクの復興
ふっこう

支援
し え ん

に自衛隊
じ え い た い

が派遣
は け ん

される 

熊本城本
ほん

丸
まる

御
ご

殿
てん

が復
ふく

元
げん

される 

熊本市と富合
とみあい

町が合併
がっぺい

する 

熊本市と城南
じょうなん

町、植木
う え き

町が合併する 

桜
さくら

の馬場
ば ば

城
じょう

彩
さい

苑
えん

が開園する 

東
ひがし

日
に

本
ほん

大震災
だいしんさい

が起こる 

九州
きゅうしゅう

新幹線
しんかんせん

が全線
ぜんせん

開業
かいぎょう

する 

第１回熊本城マラソンが開催される 

熊本市が全国で 20番目の政令
せいれい

指定
し て い

都市
と し

となる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和
しょうわ

 

平成
へいせい

 

 

第 1回熊本城マラソンの様子 



ふるさと くまもとの人々 改訂版 企画・編集委員 

 

 

 企画委員 

 

熊本大学文学部附属永青文庫研究センター特任教授 川口 恭子 

  熊本県文化財保護指導委員（元横井小楠記念館館長） 菅  秀隆 

熊本市文化財保護委員（元必由館高等学校長） 村上 豊喜 

  熊本市南区城南町郷土史家 米原 尋子 

 熊本市北区植木町郷土史家 勇  知之 

 熊本市教育委員会指導課長 濵平 清志 

 

 編集委員会 

   （監修） 

       委員長 託麻南小学校 校長 中村 和徳 

       副委員長 田 迎小学校  校長 秋丸 稔 

       画 図小学校  校長 古閑 憲一 

       尾ノ上小学校  校長 北  誠一郎  

      （編集） 

 慶 徳小学校  教諭 吉住 秀文 

  向 山小学校  教諭 源  洋子 

 出 水小学校  教諭 原田 淳子 

 砂 取小学校  教諭 原口 琢哉  

 日 吉小学校  教諭 右ノ子 隆博 

 力 合小学校  教諭 小田 光幸 

 託麻東小学校  教諭 西橋 美穂 

 託麻北小学校  教諭 中野 二則 

 東 町小学校  教諭 荒牧 善昭 

 東 町小学校 教諭 杉本 佳秋 

 帯山西小学校  教諭 倉岡 恵 

 出水南小学校  教諭 高﨑 涼子 

 出水南小学校 教諭 森山 政司 

 城 南小学校 教諭 高木 謙一 

 川 上小学校 教諭 前田 淳子 

 北部東小学校 教諭 平川 純哉 

 芳 野小学校 教諭 松川 裕一 

 桜木東小学校  教諭 森田 欽也 

 富 合小学校 教諭 藤本 敏広 

 杉 上小学校 教諭 坂本 芽 

 隈 庄小学校 教諭 浦上 眞代 

山 東小学校 教諭 安井 琴美 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土読本 夢の実現を ふるさと くまもとの人々 

 
初 版 平成 12年 3月 20日 印 刷 

平成 12年 4月 1日  発 行 

改訂版 平成 24年 6月 22日 印 刷 

平成 24年 7月 2日 発 行 

 

企画 ふるさとくまもとの人々改訂版企画委員会 

編集 ふるさとくまもとの人々改訂版編集委員会 

発行 熊 本 市 教 育 委 員 会  

印刷 あ す な ろ 印 刷 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


